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上山市章 

市の鳥「コサギ」 

市の花「キク」 

市の木「アララギ」 

市の花木「上ノ山麒麟」 

「上山」の文字をデザイン化し、上山温泉郷の

ルーツともいえる鶴を象ったものです。同時に

種子から萌え出ようとする力を表わし、未来へ

の躍進を象徴しています。 
（昭和３０年５月２４日制定） 

市内には観賞用から食用まで多くの種類のキ

クが栽培されています。市制２０周年を機に市

民からの公募で選ばれました。 
（昭和４９年１０月１日制定） 

アララギ派歌人斎藤茂吉にゆかりの深い樹木で、イチ

イ科の常緑針葉高木です。市内の各所に見事な老樹名

木を見ることができます。市制２０周年を機に市民か

らの公募で選ばれました。 
（昭和４９年１０月１日制定） 

きれいな川や水田に生息するコサギの別名は「白

鷺」。白く清楚なイメージが城のまちにふさわしい

ことから、市制４０周年を記念して市の鳥に選ばれ

ました。 
（平成６年１０月１日制定） 

大正期から全国の愛好者に名声を馳せた上山固

有の伝統的な品種であり、市制６０周年を記念

して市の花木に制定されました。 
（平成２６年１０月１日制定） 
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《 市     勢 》 

１ 沿  革 

 当市は名峰蔵王連峰の表玄関口に開けた田園観光都市であり、また樹氷とスキーで名高

い蔵王を横断する「蔵王エコーライン」が雲の上を走り、四季を通じた山岳リゾート地と

して脚光を浴び、さらに日本を代表する歌人斎藤茂吉のふるさととして、多くの観光客が

訪れております。 

  かみのやまの地名は、古くは「神山」又は、現在の山形市に対して「上の山形」とも言

われておりましたが、延文年間最上満長が当地を領し、上山殿と称したことから“上山”

となったと伝えられています。 

  その後、天文４（１５３５）年武永（衛）義忠が月岡に城を移し、前川の川筋を変えて

城下町として整備したのが、現在の市街地の原形をなしています。 

 また、奥羽三楽郷の一つとしての上山温泉の起源は、長禄２年に肥前杵嶋の僧月秀が今

の湯町付近にあった沼から温泉が湧いていたのを発見したことによります。 

 その後、新湯・高松・葉山・河崎・金瓶などの温泉群が続出し、風光明媚と病後の療養

に効能があることから、広く世に知られるようになり宿場町、温泉町として人々が集う町

となりました。 

 現代においては、恵まれた地域資源を活かして平成２０年度の内閣府「地方の元気再生

事業」を足掛りに、滞在型の新たな健康保養地を目指し「上山型温泉クアオルト事業」を

市政の重要施策に位置づけたまちづくりを展開しています。 

 結びに、温泉や蔵王の自然、城下町としての歴史や風情など豊かな個性の中で、将来都

市像に掲げる『また来たくなるまち ずっと居たいまち～クアオルトかみのやま～』の実

現に努めております。 

※「クアオルト」とは、ドイツ語で「健康保養地・療養地」の意味です。 

 

２ 市  制 

 昭和２９年１０月 １日  １町５か村合併（上山町・西郷・本庄・東・宮生・中川村） 

 昭和３１年１１月１５日  本沢村久保手地区編入 

 昭和３２年 １月 １日  赤湯町大字中山地区編入 

 昭和３２年 ３月２１日  山形市大字金瓶地区編入 

 昭和３２年 ３月２１日  山元村編入 
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３ 位  置 

 本市は、山形県の東南部にあって、極東東経１４０°２７′、極西東経１４０°１１′、

極南北緯３８°０３′、極北北緯３８°１３′に位置し、東西２３．１㎞、南北１８．８㎞、

周囲８４．０㎞、面積２４０．９ｋ㎡を有し、南東部の蔵王連峰一帯の山岳地帯と西部丘陵

地帯に囲まれた上山盆地を形づくっています。 

 

 

《 位   置   図 》 
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《 上 山 市 の 人 口 》 

                   世帯数     人口 
 
      山元地区                      準世帯 

（老人福祉施設等９施設） 
                

100   225    本庁地区                367  367 
                        中川地区 
           7,956 19,174  
 
        西郷地区                 914  2,382 
   中山地区             宮生地区 
                                                                                    Ｎ 

   180  459    614  1,679              321  864 
 
                                   本庄地区        東地区 
 
                423  1,214           327    906   
                                                                     
 
 
 
 
【人口と世帯数の推移】 

年        別 世帯数 総人口 男 女 備     考 

令和 ７年 ４月 末日 11,202 27,270 13,122 14,148 市民生活課確定 

令和 ６年 ４月 末日 11,253 27,879 13,440 14,439 市民生活課確定 

令和 ５年 ４月 末日 11,226 28,375 13,647 14,728 市民生活課確定 

令和 ４年 ４月 末日 11,264 28,857 13,837 15,020 市民生活課確定 

令和 ３年 ４月 末日 11,288 29,375 14,061 15,314 市民生活課確定 

令和 ２年 ４月 末日 11,311 29,796 14,290 15,506 国勢調査 

平成３１年 ４月 末日 11,291 30,271 14,484 15,787 市民生活課確定 

平成３０年 ４月 末日 11,263 30,706 14,663 16,043 市民生活課確定 

平成２７年１０月 １日 10,694 31,569 14,951 16,618 国勢調査 

平成２２年１０月 １日 10,751 33,836 16,036 17,800 国勢調査 

平成１７年１０月 １日 10,954 36,013 17,091 18,922 国勢調査 

平成１２年１０月 １日 10,688 36,886 17,588 19,298 国勢調査 
 



庶  務 
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《 上山市消防本部・署の沿革 》 

 
昭和 19. 4. 1 上山町消防団常備部設置                    定員１２人 

23. 3. 7 消防組織法施行 

25. 6.  水槽付消防ポンプ自動車配備（いすゞ ＴＸ１８００㍑） 

26. 4.  上山町消防本部・消防署設置 

29. 5. 

10. 

 

1 

職員３人採用                         定員１５人 

市制施行（１町５か村合併）に伴い上山市消防本部・消防署となる 

30. 4. 

5. 

 消防ポンプ自動車配備（トヨタ ランドクルーザー） 

庁舎（車庫）改造 

山形県公安委員会と警備、消防に関する協定締結 

31. 3. 

6. 

 国家消防本部より表彰旗授与 

職員４人採用                         定員１９人 

32. 4.  山形市と消防相互応援協定締結
 

33. 6.  東置賜郡赤湯町、宮内町と消防相互応援協定締結 

34. 4.  職員１人採用                         定員２０人 

35. 4. 

11. 

 火災報知専用電話架設 

宮城県刈田郡七ヶ宿町と消防相互応援協定締結 

36. 7. 

8. 

 職員１人採用                         定員２１人 

職員１人採用                         定員２２人 

37. 3. 

6. 

12. 

 職員２人採用                  定員２６人（実員２４人） 

職員１人採用（専任初代消防長 酒井寿男氏就任） 定員２６人（実員２５人） 

消火栓設置 １５１基 

38. 6. 

12. 

 上山市危険物安全協会設立（初代会長 鈴木行男氏） 

庁舎改築 

39. 5. 

12. 

 職員２人採用                  定員３６人（実員２７人） 

消防無線運用開始 

40. 4.  職員２人採用                  定員３６人（実員２９人） 

41. 4. 

7. 

 職員２人採用                  定員３６人（実員３１人） 

自動式一般加入電話設置・火災報知専用電話（１１９番）架設 

42. 4. 

5. 

 職員２人採用                  定員３６人（実員３３人） 

南陽市と消防相互応援協定締結 

43. 1. 

2. 

4. 

12. 

 救急車配備（トヨタ クラウンバン） 

救急業務開始 

職員２人採用                  定員３６人（実員３５人） 

消防ポンプ自動車配備（日産 キャリア） 

44. 4. 

 

6. 

7. 

 職員２人採用（他に事務職員１人）        定員３６人（実員３７人） 

消防署南出張所開設（初代所長 土屋助蔵氏以下８人配置） （株）西村建設 

指令車配備 

職員１人採用                  定員３６人（実員３８人） 

45. 4. 

8. 

 職員１人採用                  定員３６人（実員３９人） 

消防ポンプ自動車配備（いすゞ ＴＸＧ１０） 

46.12.  消防ポンプ自動車配備（日産 パトロール） 

47. 4. 

5. 

7. 

 職員３人採用                  定員３９人（実員３９人） 

赤バイク配備（ヤマハ ３５０㏄） 

損害保険協会より消防ポンプ自動車（損保号）寄贈（トヨタ ランドクルーザー） 

48. 4. 

6. 

 職員６人採用                  定員４５人（実員４５人） 

毎月１日を市民防火の日に設定 

49. 3. 

 

4. 

7. 

 新消防庁舎完成（石崎一丁目７番４６号） ４月１日業務開始 （株）西村建設 

消防ポンプ自動車配備（日産 パトロール） 

職員６人採用                  定員５１人（実員５１人） 

東北救助技術指導会初出場（ロープ登はん・ロープブリッジ渡過） 
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昭和 49. 9. 

12. 

 防火推進モデル地区を指定（松山地区） 

日本自動車工業会より救急車寄贈（日産 シビリアン） 

50. 4. 

 

12. 

 

 職員６人採用                  定員５７人（実員５７人） 

山形県消防学校派遣（山形県技術吏員併任） 

山形県農業共済協同組合連合会より救急車寄贈（日産 シビリアン） 

中山地区簡易水道布設に伴い消火栓２８基新設 

51. 4. 

5. 

 消防署北出張所開設（初代所長 土屋助蔵氏以下９人配置） （株）西村建設 

元上山市消防本部消防司令長 渡辺帝吉氏 勲七等青色桐葉章受章 

52.11.  小倉簡易水道布設に伴い消火栓３０基新設（中川地区） 

53. 3. 

4. 

 山形県広域消防相互応援協定締結 

職員２人採用                  定員５７人（実員５７人） 

54. 4. 

9. 

 職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

化学消防ポンプ自動車新規配備（いすゞ フォワード） 

55. 8. 

11. 

 日本消防協会より指令広報車寄贈（トヨタ カリーナ） 

上山市少年婦人防火委員会設立（初代会長 工藤三蔵氏就任） 

56. 4. 

 

11. 

12. 

 職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

上水道宮川簡易水道布設に伴い消火栓６７基設置 （本庄・東・宮生・中川地区） 

上山市中部コミュニティ防災センター完成 

山形県農業共済協同組合連合会より救急車寄贈（日産 ホーミー） 

57. 1. 

4. 

 

 

6. 

7. 

9. 

10. 

 地区単位自主防災組織設立開始（防火推進モデル地区指定地域） 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

山形県消防学校派遣（山形県技術吏員併任） 

宮川簡易水道延長に伴い消火栓３３基増設（東・宮生・中川地区） 

山形県防災行政無線設置（県下市町村全域） 

水槽付消防ポンプ自動車配備（いすゞ フォワード） 

月岡公園内望楼解体撤去（上山城建設に伴い） 

株式会社杵屋本店より指令車寄贈（トヨタ クラウン） 

58. 3. 

4. 

5. 

9. 

10. 

 広報塔設置（新町台地区） 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

多回線応答専用電話装置設置（テレホンサービス実施） 

山形県総合防災訓練開催（県知事を統監として実施） 

上山市北部コミュニティ防災センター完成（北出張所敷地内） 

59. 4. 

9. 

 職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

日本消防協会より救急車寄贈（日産 キャラバン） 

60. 4. 

12. 

 職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

消防ポンプ自動車配備（いすゞ エルフ） 

61. 4.  元上山市消防本部消防司令長 土屋助蔵氏 勲六等瑞宝章受章 

62. 4. 

 

 職員２人採用                  定員５７人（実員５７人） 

元上山市消防本部消防司令長 小杉音吉氏 勲六等瑞宝章受章 

63. 4. 

8. 

10. 

 職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

日本消防協会より指令広報車寄贈（三菱 ランサー） 

日本損害保険協会より救助工作車寄贈（いすゞ フォワード） 

上山市婦人防火連絡協議会設立（初代会長 折橋もよ氏就任） 

平成元. 4. 

11. 

12. 

 職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

元上山市消防本部消防司令長 会田賢次郎氏 勲五等瑞宝章受章 

消防庁舎１階外壁補修 

日本防火協会より防火広報車寄贈（いすゞ ファーゴ） 

高圧ガス（圧縮空気）製造施設設置 （株）山形酸素 

路上掲出出動表示灯設備設置 

 2. 3. 

3. 

4. 

 

5. 

8. 

 消防緊急情報システム（指令台）更新 （株）ＮＥＣ 

上山市火災予防条例改正 

職員３人採用                  定員５７人（実員５７人） 

元上山市消防本部消防司令 鈴木良雄氏 勲六等単光旭日章受章 

補助訓練塔設置 関東梯子（株） 

消防庁舎前敷地一部舗装 （株）松田建設    
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平成 2. 8. 

10. 

 

12. 

水防倉庫移設（都市開発課美咲町事務所 プレハブ製） 

消防庁舎屋上防水工事及び煙突補修工事 （株）山建工業 

消防職員ＯＢ会設立（初代会長 墫 正記氏） 

消防ポンプ自動車更新（三菱 キャンター４ＷＤ） 

 3. 1. 

4. 

 

10. 

 日本自動車工業会より救急車寄贈（日産 キャラバン４ＷＤ） 

本部に情報管理係新設 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

消防庁舎前敷地一部舗装工事完成 （株）松田建設 

消防ポンプ自動車更新（三菱 キャンター４ＷＤ） 

 4. 3. 

 

4. 

 

5. 

 

10. 

11. 

 消防庁舎（車庫他）アスベスト飛散防止工事 （株）東北技研 

消防無線基地局更新 

消防署北出張所に救急車配備 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

救急無線装置の増設（基地局・移動局） 

救急車更新（トヨタ Ａｍｂｕｌａｎｃｅ４ＷＤ） 

消防庁舎及び訓練塔改修工事 （株）山建工業 

高圧ガス施設内に大型ボンベ増設工事 （株）山形酸素 

 5. 2. 

3. 

4. 

 

 

12. 

 

 

 

 

 

25 

水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）更新（日野 レンジャー４ＷＤ） 

消防庁舎変電設備工事（キューピクル式） （株）冨士電気工事 

週４０時間勤務制導入 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

山形県消防学校派遣（山形県技術吏員併任） 

車庫内排気ガス除去設備工事 （株）ユアテック 

 6. 3. 

4. 

 

 

7. 

9. 

31 

1 

 

 

15 

消防庁舎北側擁壁完成 （株）丹野建設 

南・北出張所、休・祭日を含む日勤（毎日勤務）体制（各所４名配属）に改正 

本部に救急救助係新設 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

第１３回山形県婦人防火大会開催（上山市体育文化センター） 

消防庁舎等改修工事（床改修） （株）東北技研 

 7. 2. 

4. 

6. 

7. 

10. 

 

 

11. 

 

 

12. 

 

17 

2 

 

 

24 

30 

 

14 

地図等検索装置及び気象情報収集装置設置 （株）ＮＥＣ、（株）ナショナル 

上山市自主防災組織連絡協議会設立（初代会長 山川十一郎氏就任） 

上山市少年婦人防火委員会が日本防火協会会長表彰を受賞 

消防庁舎内部塗装工事 上山市塗装組合 

消防署南出張所トイレ水洗化工事 （株）町田工務所 

救急救命士誕生（１４年度までに毎年１名を資格取得研修所へ派遣） 

緊急消防援助隊発足 

自主防災資機材整備（消火栓ボックス、消火器等） 

山形県消防広域応援隊に関する覚書を締結 

（県下１５消防本部４３隊 隊員約２００名） 

化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）更新（いすゞ フォワード４ＷＤ） 

 8. 6. 

7. 

8. 

 

 

11. 

28 

 

 

 

22 

11 

救急救命処置資器材購入（半自動式除細動器・気道確保器具・静脈路確保器具等） 

緊急連絡システム「おつたえ君」設置 

指令車更新（マツダ ＭＰＶ４ＷＤ） 

北出張所アスベスト飛散防止工事 （株）東北技研 

上山市消防本部消防職員委員会設置 

宮城県仙南広域行政組合消防本部と消防相互応援協定締結 

 9. 4. 

6. 

 職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

庁舎地下タンク配管替工事 

10. 4. 

11. 

 

12. 

 

9 

 

25 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）寄贈 

（三菱ふそう ＦＩＧＨＴＥＲ） 

高規格救急車配備（トヨタ ハイメディック）、高度救命処置用資機材購入 

11. 4. 

 

 

1 

 

27 

消防署南・北出張所完全日勤（毎日勤務）体制（各所３名配属）に改正 

山形県消防学校派遣（山形県技術吏員併任） 

第５８回全国消防長会人事教養委員会開催 
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平成 11．8. 

9. 

10. 

11. 

 

12. 

10 

1 

1 

3 

 

24 

上山市消防本部消防ボランティア発足 

山形県総合防災訓練開催 

消防緊急情報システム事案処理装置（地図検索）更新 

元上山市消防本部消防司令長 佐々木友次氏 勲六等単光旭日章受章 

元上山市消防本部消防司令長 鈴木直一氏  同上 

消防署南出張所汚泥浄化槽から農村集落排水事業に切替え 

12. 3. 

4. 

6. 

31 高規格救急車用無線機更新 

職員１人採用                  定員５７人（実員５７人） 

災害用市民生活用品整備事業開始（財）救急振興財団から救急普及啓発器材寄贈 

13. 2. 

5. 

7. 

10. 

21 

 7 

31 

10 

防火広報車更新（トヨタ タウンエース） 

元上山市消防本部消防司令 伊東 哲氏 勳六等単光旭日章受章 

電子式自動電話交換機更新 

水防倉庫改築 

14. 2. 

 4. 

 1 

 1 

防災行政無線設備更新 

消防署に救急救助係を移すとともに、消防係を新設して４係制とする 

15. 4. 

6. 

11. 

 

 

 3 

山形県消防防災航空隊派遣（１名 ３年間） 

高速道路災害出動対策としてストロボライトを車両３台に装備 

元上山市消防本部消防監 高橋悦雄氏 瑞宝双光章受章（栄典制度改正） 

元上山市消防本部消防司令長 村上 勲氏 瑞宝単光章受章 

16. 1. 

4. 

5. 

11. 

29 指令広報車更新（マツダ ボンゴバン） 

職員２人採用                  定員５７人（実員５２人） 

元上山市消防本部消防司令長 庄司吉三郎氏 瑞宝単光章受章 

元上山市消防本部消防司令長 佐藤正美氏  同上 

17．2. 

 

4. 

5. 

11. 

 

 

 

 

18 

上山ライオンズクラブよりバルーンライトシロッコ一式寄贈 

日本損害保険協会より脊椎固定器具（ショートボード）３基寄贈 

職員２人採用                  定員５７人（実員５２人） 

元上山市消防本部消防司令 井田 昇氏 瑞宝単光章受章 

アステラス製薬㈱より高規格救急車寄贈（トヨタ ハイメディック） 

18. 3. 

 

 

4. 

 

15 

28 

 

 

 

携帯１１９番直接受信開始 

羽越線列車事故に係る救助活動従事により、国土交通大臣から感謝状及び消防庁

長官から褒状授与 

羽越線列車事故に係る救助活動従事により、東日本旅客鉄道㈱（ＪＲ東日本）よ

りＡＥＤ寄贈 

19. 3. 

4. 

 1 

1 

高機能消防指令センター運用開始 

消防署南・北出張所廃止 

 20．4. 

7. 

 

 

9. 

11. 

29 

22 

31 

 

17 

 4 

元上山市消防本部消防監 中村宏太郎氏 瑞宝双光章受章 

庁舎屋上広報看板更新 

岩手・宮城内陸地震に係る緊急消防援助隊活動により、消防庁長官から褒状授与 

車庫オーバードア改修 

岩手県沿岸北部地震に係る緊急消防援助隊活動により、消防庁長官から褒状授与 

山形県消防長会秋季総会開催 

21．4. 

 

6. 

7. 

8. 

9. 

 

 

 1 

 

12 

31 

31 

9 

28 

 

職員４人採用                  定員５７人（実員５１人） 

山形県消防防災航空隊派遣（１名 ３年間） 

救命ボート更新 

車庫オーバードア改修 

高度救急救命用処置資器材配備 

アステラス製薬㈱より高規格救急車寄贈（トヨタ ハイメディック） 

気象観測機器更新 

元上山市消防本部消防監 菅沼 勝氏 瑞宝双光章受章 

22. 2. 

4. 

6. 

7. 

 

26 

 1 

1 

1 

31 

消防本部旗更新 

職員３人採用                  定員５５人（実員５１人） 

電話交換機更新（IP サーバー型） 

防火広報車更新（三菱デリカ） 

車庫オーバードア改修 
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平成23. 4. 

 7. 

 

10. 

1 

29

31 

24 

職員２人採用                  定員５５人（実員５１人） 

車庫オーバードア改修 

エアーテント配備 

救助工作車Ⅱ型配備（日野レンジャー） 

24. 4. 

5. 

10. 

 

11. 

1 

8 

1 

 

21 

職員３人採用                  定員５５人（実員５３人） 

元上山市消防本部消防司令長 山口 義昭氏 瑞宝単光章受章 

資機材搬送車配備（トヨタ ダイナ） 

ＣＤ－Ⅰ型ポンプ自動車更新（日野 デュトロ） 

（財）救急振興財団より救急普及啓発広報車寄贈（日産 シビリアン） 

25. 3. 

4. 

 

5. 

11. 

18 

1 

 

8 

15 

18 

消防救急デジタル無線施設整備工事完了（試験運用開始） 

消防救急デジタル無線施設運用開始 

職員２人採用                  定員５５人（実員５４人） 

元上山市消防本部消防司令長 柏倉 武氏 瑞宝単光章受章 

高規格救急自動車更新（日産 パラメディック） 

水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ａ型）更新（日野 レンジャー） 

26. 4. 

 

6. 

8. 

10. 

11. 

1 

 

30 

20 

31 

30 

職員６人採用             定員５５人（実員派遣者等含む５４人） 

山形県消防学校派遣 

庁舎内外放送アンプ更新整備 

指揮広報車（トヨタ エスティマ）更新 

消防庁舎暖房工事 

消防庁舎及び訓練塔耐震補強工事 

27. 3. 

 4. 

 

10. 

25 

1 

 

16 

訓練塔アスベスト除去工事 

職員４人採用             定員５５人（実員派遣者等含む５２人） 

山形県消防学校派遣 

消防庁舎防水工事 

28. 3. 

 

4. 

7. 

 

8. 

11. 

12. 

 9 

16 

1 

14 

29 

24 

3 

16 

水防倉庫新築解体工事 

仮眠室改修工事 

職員３人採用             定員５５人（実員派遣者等含む５２人） 

空気充填施設更新 

第４５回東北救助技術指導会出場（ロープブリッジ救出） 

第４５回全国救助技術大会初出場（ロープ応用登はん） 

元上山市消防本部消防司令長 木村 幹男氏 瑞宝単光章受章 

高規格救急自動車更新（トヨタ ハイメディック） 

29. 4. 

 

7. 

1 

29 

19 

職員３人採用             定員５５人（実員派遣者等含む５５人） 

元上山市消防本部消防司令長 加藤 芳雄氏 瑞宝単光章受章 

第４６回東北救助技術指導会出場（ロープブリッジ救出） 

30．3. 

4. 

 

 

12. 

12 

1 

 

29 

17 

高機能消防指令センター運用開始 

職員３人採用             定員５５人（実員派遣者等含む５５人） 

山形県消防防災航空隊派遣（1 名 ３年間） 

元上山市消防本部消防司令 佐藤 義之氏 瑞宝単光章受章 

水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）更新（日野 レンジャー） 

    31． 4. 

令和元．11. 

1 

3 

職員２人採用             定員５５人（実員派遣者等含む５５人） 

元上山市消防本部消防司令 松田 眞氏  瑞宝単光章受章 

2.  4. 

  

 11. 

 12．  

 1 

29 

3 

18 

職員６人採用             定員５５人（実員派遣者等含む５５人） 

元上山市消防本部消防監 吉田 俊文氏 瑞宝双光章 

元上山市消防本部消防司令 斎藤 茂雄氏 瑞宝単光章 

花国技建株式会社より高規格救急自動車寄贈（トヨタ ハイメディック） 

3.  4. 

 

6. 

 

9. 

1 

29 

 9 

 

30 

職員４人採用             定員５５名(実員派遣者等含む５５人) 

元上山市消防本部消防司令 木村 雅幸氏 瑞宝単光章受章 

第４９回全国消防救助技術大会出場 （ロープ応用登はん） 

※新型コロナウイルス感染拡大のため全国大会中止 

消防庁舎改修・増築工事 
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令和4.  3. 

3. 

4. 

2 

29 

1 

上山市消防本部・消防団 消防庁長官表彰 竿頭綬受章 

災害対応広報車 更新（トヨタ ハイエース） 

職員１人採用            定員５５名（実員派遣者等含む５５人） 

令和5. 4. 1 職員１人採用            定員５５名（実員派遣者等含む５５人） 

山形県消防防災航空隊派遣（１名 ３年間） 

令和6. 4. 

      

令和7. 3. 

1 

29 

27 

28 

職員１人採用            定員５５名（実員派遣者等含む５５人） 

元上山市消防本部消防司令長 齋藤 智昭氏 瑞宝単光章受章 

高機能消防指令センター及び消防救急デジタル無線更新 

高規格救急自動車更新（トヨタ ハイメディック） 
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《 歴 代 消 防 長 等 》 

１ 消防長（専任） 
歴代 氏   名 就 任 月 日 退 任 月 日 備     考 

初代 酒 井 寿 男 昭３７. ６.２８ 昭４３. ３.３１  

２代 小 関 範 夫 昭４３. ４. １ 昭４８. ３.３１ 昭 44.8.16 ～ 46.3.31 署長兼務 

３代 墫   正 記 昭４８. ４. １ 昭４８. ９.３０  

４代 冨 沢 孝 吉 昭４８.１０. １ 昭５１.１１.２５  

５代 川 口 権次郎 昭５２.１１.２６ 昭５４. ３.３１  

６代 佐 藤 貞 蔵 昭５４. ４. １ 昭５７. ３.３１  

７代 岸   周 治 昭５７. ４. １ 昭６０. ３.３１  

８代 阿 部   忠 昭６０. ４. １ 昭６１. ３.３１  

９代 高 橋 悦 雄 昭６１. ４. １ 平 元. ３.３１  

10 代 木 村 嘉 幸 平 元. ４. １ 平 ３. ３.３１  

11 代 中 村 宏太郎 平 ３. ４. １ 平 ５. ３.３１  

12 代 加 藤 満 雄 平 ５. ４. １ 平 ９. ３.３１  

13 代 高 橋   弘 平 ９. ４. １ 平１０. ３.３１  

14 代 五十嵐 裕 一 平１０. ４. １ 平１３. ３.３１  

15 代 菅 沼   勝 平１３. ４. １ 平１６. ３.３１  

16 代 関 根 敏 也 平１６. ４. １ 平１７. ３.３１  

17 代 鏡   力 男 平１７. ４. １ 平２１. ３.３１  

18 代 井 上 順 一 平２１. ４. １ 平２３. ３.３１  

19 代 佐 竹 康 弘 平２３. ４. １ 平２４. ３.３１  

20 代 吉 田 俊 文 平２４. ４. １ 平２７. ３.３１  

21 代 木 村 利 明 平２７. ４. １ 平２８. ３.３１  

22 代 佐 藤 浩 章 平２８. ４. １ 令 ３. ３.３１  

23 代 黒 田 彰 久 令 ３. ４. １ 現  在  

 

２ 消防次長 
歴代 氏   名 就 任 月 日 退 任 月 日 備     考 

初代 高 橋 悦 雄 昭５０. ４. １ 昭６１. ３.３１ 署長兼務 

２代 小 西   稔 昭６１. ４. １ 昭６３. ６.３０  

３代 佐 藤 正 美 昭６３. ７. １ 平 元. ３.３１ 署長兼務 

４代 中 村 宏太郎 平 元. ４. １ 平 ３. ３.３１ 署長兼務 

５代 鈴 木 直 一 平 ３. ４. １ 平 ５. ３.３１ 署長兼務 

６代 村 上   勲 平 ５. ４. １ 平 ９. ３.３１ 平 5.4.1 ～ 7.3.31 署長兼務 

７代 菅 沼   勝 平 ９. ４. １ 平１３. ３.３１  

８代 山 口 義 昭 平１３. ４. １ 平１５. ３.３１ 署長兼務 

９代 柏 倉   武 平１５. ４. １ 平１６. ３.３１ 署長兼務 

10 代 岩 瀬 静 一 平１６. ４. １ 平１７. ３.３１ 署長兼務 

11 代 木 村 幹 男 平１７. ４. １ 平２１. ３.３１ 署長兼務 

12 代 加 藤 芳 雄 平２１. ４. １ 平２３. ３.３１ 署長兼務 

13 代 吉 田 俊 文 平２３. ４. １ 平２４. ３.３１ 署長兼務 

14 代 斎 藤 智 昭 平２４. ４. １ 平２６. ３.３１ 署長兼務 

15 代 大 場 佐 俊 平２６. ４. １ 平２７. ３.３１ 署長兼務 

16 代 佐 藤 浩 章 平２７. ４. １ 平２８. ３.３１ 署長兼務 

17 代 黒 田 彰 久 平２８. ４. １ 令 ３. ３.３１ 署長兼務 

18 代 髙 橋 克 弘 令 ３. ４. １ 現  在 令 3.4.1～令 7.3.31 署長兼務 
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３ 消防署長    
歴代 氏   名 就 任 月 日 退 任 月 日 備     考 

初代 相 原 富 治 昭２６. ５.１６ 昭２９. ３.１６  

２代 松 田 長太郎 昭２９.１０. １ 昭３０. ３.３１  

３代 墫   正 記 昭３０. ５. １ 昭３４. ２. ５  

４代 松 田 長太郎 昭３４. ２.１６ 昭３６. ３.３１  

５代 土 屋 森 雄 昭３６. ８. ８ 昭３８. ３.３１  

６代 木 村 庄次郎 昭３８. ４. １ 昭４４. ８.１６  

７代 高 橋 悦 雄 昭４６. ４. １ 昭６１. ３.３１  

８代 会 田 賢次郎 昭６１. ４. １ 昭６２. ３.３１  

９代 佐 藤 正 美 昭６２. ４. １ 平 元. ３.３１  

10 代 中 村 宏太郎 平 元. ４. １ 平 ３. ３.３１  

11 代 鈴 木 直 一 平 ３. ４. １ 平 ５. ３.３１  

12 代 村 上   勲 平 ５. ４. １ 平 ７. ３.３１  

13 代 菅 沼   勝 平 ７. ４. １ 平 ９. ３.３１  

14 代 坂 野 健 一 平 ９. ４. １ 平１２. ３.３１  

15 代 山 口 義 昭 平１２. ４. １ 平１５. ３.３１  

16 代 柏 倉   武 平１５. ４. １ 平１６. ３.３１  

17 代 岩 瀬 静 一 平１６. ４. １ 平１７. ３.３１  

18 代 木 村 幹 男 平１７. ４. １ 平２１.  ３.３１  

19 代 加 藤 芳 雄 平２１. ４. １ 平２３. ３.３１  

20 代 吉 田 俊 文 平２３. ４. １ 平２４. ３.３１  

21 代 斎 藤 智 昭 平２４. ４. １ 平２６. ３.３１  

22 代 大 場 佐 俊 平２６. ４. １ 平２７. ３.３１  

23 代 佐 藤 浩 章 平２７. ４. １ 平２８. ３.３１  

24 代 黒 田 彰 久 平２８. ４. １ 令 ３. ３.３１  

25 代 髙 橋 克 弘 令 ３. ４. １ 令 ７. ３.３１  

26 代 鏡   秀 美 令 ７. ４. １ 現  在  

 

《 予 算 の あ ら ま し 》 

１ 令和７年度当初消防予算額                  [単位：千円] 

総   額 常備消防費 非常備消防費 消防施設費 

８４０，２５２ ４４２，９９９ ５４，５１４ ３４２，７３９ 

※当市予算額との割合 約４．４％ 

２ 過去５年間の推移                      [単位：千円] 
年  度 合    計 常備消防費 非常備消防費 消防施設費 

令和６年度   ６１４，３６８  ３９６，６４４  ５４，９７１ １６２，７５３ 

令和５年度 １，１３７，１３６  ３８２，３３１  ５８，９９２ ６９５，８１３ 

令和４年度 ５０８，６３５  ３７６，２６４  ４４，０４４  ８８，３２７ 

令和３年度 ５２０，９２７ ３６６，２０３  ４５，３３６ １０９，３８８ 

令和２年度 ５７７，６５９ ３６７，２９２ ４６，０５９ １６３，３０８ 

※ すべて当初予算額 
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《 消防本部・署の組織等 》 

１ 消防本部の組織と事務分掌 
１．文書及び物品の収受に関すること。 

２．公印の管守に関すること。 

３．予算及び決算に関すること。 

４．職（団）員の任免、給与、服務、分限及び懲戒等の事務に関すること。 

５．職（団）員の教養、研修等に関すること。 

６．職（団）員の福利厚生並びに公務災害等に関すること。 

７．職（団）員等の表彰に関すること。 

８．条例、規則等に関すること。  

９．消防財産の管理に関すること。 

10．他の係に属さない事項。 

  

１．火災予防査察及び指導に関すること。 

２．建築物等の同意事務に関すること。 

３．防火管理者に関すること。 

４．危険物製造所等の許認可事務に関すること。 

５．火災予防条例事項に関すること。 

６．液化石油ガス、圧縮アセチレンガス等に関すること。 

７．消防用設備等に関すること。 

８．火災の調査及び火災報告並びに火災統計等に関すること。 

９．火災の罹災証明等に関すること。 

10．消防協力団体の育成指導に関すること。 

11．その他の火災予防業務に関する事項 

 

１．消防計画に関すること。 

２．消防防災施設に関すること。 

３．機械器具の配備並びに整備保全等に関すること。 

４．その他警防業務に関する事項 

１．災害情報の受付及び消防隊の出動に係る調整に関すること。 

２．消防通信施設の運用整備保全に関すること。 

３．災害情報の収集、伝達及び支援情報に関すること。 

４．通信統制及び通信記録の整理保管に関すること。 

５．消防通信施設機器材の操作取扱い及び整備技術の指導に関すること。 

６．気象に関すること。 

  

１. 消防団の組織、運営に関すること。 

２．消防団の事業に関すること。   

３．消防団の消防訓練、演習等に関すること。 

４．他の係に属さない消防団に関すること。 

 

２ 消防署の組織と事務分掌 

 １．消防計画（災害）に関すること。 

  ２．水火災等の警戒防ぎょに関すること。 

  ３．火災予防査察の実施に関すること。 

 ４．消防水利の維持に関すること。 

 ５．消防機械器具の維持に関すること。 

   ６．救急救助業務に関すること。 

     ７．消防訓練及び演習等に関すること。 

      ８．自主防災組織(訓練指導を含む)に関すること。 

  ９．消防広域応援に関すること。 

  10．その他消防に関すること。 

  

  

 

 

情報管理係 

警 防 係 

予 防 係 

庶 務 係 

消
防
本
部 

消 防 署 

第
１
署
隊 

消防防災第 1 係 

救急救助第 1係 

第
２
署
隊 

消防防災第２係 

救急救助第２係 

地域消防係 
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３ 配置表                           （Ｒ７．４．１現在） 

 総 数 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 士 

総 数 55 1 12 7 23 8 4 

消 防 本 部 11 1 7  3   

消 防 署 44  5 7 20 8 4 

    

４ 階級別年齢及び勤続年数  

（１）階級別年齢                      （Ｒ７．４．１現在） 
 総 数 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 士 

総 数 55 1 12 7 23 8 4 

年 
 
 

 
 
 

 

齢 

56 ～ 60 4 1 3     

51 ～ 55 4  4     

46 ～ 50 4  4     

41 ～ 45 2  1  1   

36 ～ 40 8   7 1   

31 ～ 35 15    15   

26 ～ 30 9    6 3  

21 ～ 25 7     5 2 

20 以下 2      2 

（２）階級別勤続年数                   （Ｒ７．４．１現在） 
 総 数 司令長 司令 司令補 士 長 副士長 士 

総 数 55 1 12 7 23 8 4 

年 
 
 

 
 
 

数 

35 年以上 6 1 5     

30 年以上 3  3     

25 年以上 3  3     

20 年以上 3  1 2    

15 年以上 7   4 3   

10 年以上 14    14   

5 年以上 12   1 5 6  

5 年未満 7    1 2 4 

 

（３）階級別平均年齢                   （Ｒ７．４．１現在） 

 総 数 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 士 

人 員 55 1 12 7 23 8 4 

年 齢 幅 
低 高 低 高 低 高 低 高 低 高 低 高 低 高 

20 58 58 58 45 58 36 40 27 41 23 27 20 22 

平均年齢 35.9 58 51.8 37.7 32.5 24.9 20.8 

 



予  防 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



- 14 - 

 

 
《 消 防 協 力 団 体 》 

１ 自主防災組織の現状                  （Ｒ７．３．３１現在） 
地域別地区数 組織地区数 組   織   地   区   名 

西部  ８ ８ 須刈田・狸森・元屋敷・菅・前丸森・入丸森・中ノ森・境 

中部 ４９ ５０ 

二日町１・二日町２・上十日町・中十日町・下十日町・上新丁・下新丁・八日町１・

八日町２・北町・栄町・美咲町・東町・矢来１・矢来２・矢来３・矢来４・沢丁・新

湯・八幡丁・仲丁・湯町・長清水１・長清水２・三本松・石崎１・石崎２・河崎・松

山・荒町・西山・金生１・金生２・金生３・金生４・金生５・南町・石堂・高松・石

曾根・川口・糸目・仙石・中山１・中山２・葉山・軽井沢・御井戸丁・湯町新道・ス

カイタワー 

北部 ２０ ２１ 久保手・旭町・新町・四ツ谷・金瓶・泉川・金谷・足ノ口・甲石・高野・薄沢・永野・

権現堂・坊平・蔵王・棚木・小倉・蔵王ペンション村・弁天・朝日台・大石 

南部 ２３ ２３ 藤吾・赤坂・阿弥陀地・小穴・細谷・関根・相生・三上・皆沢・楢下・赤山・柏木・

牧野・原口・須田板・小笹・久保川・大門・菖蒲・宮脇・下生居・中生居・上生居 
計 １００ １０２  

 
２ 少年婦人防火委員会 

幼年消防クラブ       ２団体   １３３人 
    女性防火連絡協議会     １団体   ２０８人 

 
 
 
３ 危険物安全協会 
    会員数  ７３会員    施設数  １６８施設 

《 防 災 （ 備 蓄 ） 資 機 材 》 
（Ｒ７．３．３１現在） 

品  名 規         格 中部 
コミセン 

北部 
コミセン 合計 

発 電 器 ＡＣ１００Ｖ４００ＶＡ 投光機スタンドコードリール付 ２ ５ ７ 

チ ェ ー ン ソ ー 排気量 ３２ｃｃ級 ３５０ｍ／ｍ（１４“） ２  ２ 

担 架 布製二つ折り式 １ １ ２ 

給 食 用 釜   １ １ 

テ ン ト １８㎡以上鉄パイプ組立式  ２ ２ 

毛 布  ２０  ２０ 

揚 水 機 出力３０ＰＳ～４５ＰＳ 最大吐水量１，０００㍑／分 １  １ 

ろ 水 機   １ １ 

給 水 用 水 槽 ５００ℓ丸型組み立て水槽 ２  ２ 
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《 防 火 対 象 物 》                 
防火対象物、防火管理者、立入検査数           （R7.3.31 現在）  （R6.4～R7.3） 

区分 
 
 

項目 

防  火  対  象  物 
対 象 

 
物 数 

防 火

管理者

選 任

適用数 

防 火

管理者

選 任

届出数 

消 防 
計画書 
届出数 

 

立入 
検査 
実施 
数 

改善 
指示

数 

(1) 
ｲ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場 2 2 1 1   

ﾛ 公会堂又は集会場 54 51 16 15   

(2) 

ｲ キャバレー･カフェー等       

ﾛ 遊技場又はダンスホール 1 1 1 1   

ﾊ 性風俗関連特殊営業を営む店舗       

ﾆ カラオケボックス等個室営業店舗        

(3) 
ｲ 待合、料理店等       

ﾛ 飲食店 26 21 12 10 1  

(4)  
百貨店、マーケットその他の物品販売

業を含む店舗又は展示場 54 40 25 21 1  

(5) 
ｲ 旅館、ホテル、宿泊所等 57 37 34 28 23 14 

ﾛ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 138 7 9 6   

(6) 

ｲ 病院、診療所又は助産所 20 6 5 4 2  

ﾛ 

老人福祉施設、有料老人ホーム、介護

老人保健施設、救護施設、更生施設、

児童福祉施設、身体障害者福祉センタ

ー、障害者支援施設、地域活動支援セ

ンター、福祉ホーム等 

14 14 14 14 1  

ﾊ 
福祉施設（通所）、グループホーム、

デイサービス、保育園等 27 22 16 15 

 

  

ﾆ 幼稚園又は特別支援学校 4 4 4 4   

(7) 
小学校、中学校、高等学校、高等専門

学校、大学、各種学校等 9 8 8 8 2  

(8)  図書館、博物館、美術館等 3 3 3 3   

(9) 
ｲ 公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場等 1      

ﾛ イに揚げる公衆浴場以外の公衆浴場 6 5 3    

(10) 車両の停車場等       

(11) 神社、寺院、教会等 30 9 7 1   

(12) 
ｲ 工場又は作業場 145 22 20 5 8 8 

ﾛ 映画スタジオ又はテレビスタジオ       

(13) 
ｲ 自動車車庫又は駐車場 5 2 1 1   

ﾛ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫       

(14)  倉庫 36 1 1 1   

(15)  前各項に該当しない事業場 100 19 18 16 1  

(16) 
ｲ 

特定防火対象物が存する複合用途防

火対象物 52 38 22 17 1 1 

ﾛ 上記以外の複合用途防火対象物 9 3 3    

(16 の 2) 地下街       

(16 の 3) 

建築物の地階で連続して地下道に面

して設けられたものと当該地下道と

を合わせたもの 
      

(17) 
重要文化財、重要有形民族文化財等の

建造物 9 1 1 1 1  

(18) 延長５０メートル以上のアーケード       

(19) 市町村長の指定する山林     

 

  

(20) 総務省令で定める舟車       

 合計 802 316 224 172 41 23 
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《 危 険 物 》 
１ 危険物製造所等数量                 （Ｒ７．３．３１日現在） 

区分 
製造所等別 施設数 ５倍 

以下 

５倍を越え 

１０倍以下 

１０倍を越え 

５０倍以下 

５０倍を越え 

１００倍以下 

１００倍を越え 

１５０倍以下 

１５０倍を越え 

２００倍以下 

２００倍を

越えるもの 

製 造 所         

貯 
蔵 
所 

屋内貯蔵所 9 7 2      

屋外タンク貯蔵所 19 5 9 4 1    

屋内タンク貯蔵所 3 2 1      

地下タンク貯蔵所 44 21 12 10  1   

簡易タンク貯蔵所 1 1       

移動タンク貯蔵所 23 22 1      

屋外貯蔵所 1  1      

取 
扱 
所 

給油取扱所 16 2 1 4 1 1 2 5 

一般取扱所 24 13 8 3     

販売取扱所         

合 計 140 73 35 21 2 2 2 5 
 

区分 
 

製造所等別 
合 計 

(単位㍑) 
第    四    類 

特殊引火物 
(ｴｰﾃﾙ等) 

第一石油類 
(ｶﾞｿﾘﾝ等) アルコール 第二石油類 

(灯油･軽油等)  
第三石油類 
(重油等) 

第四石油類 
(ｷﾞﾔｰ油等) その他 

製 造 所         

貯 
蔵 
所 

屋内貯蔵所 26,566  2,510 2,140 6,896 6,280 8,740  

屋外タンク貯蔵所 453,600   34,000 64,600 335,000 20,000  

屋内タンク貯蔵所 18,000    3,500 14,500   

地下タンク貯蔵所 778,300     419,800 358,500   

簡易タンク貯蔵所 1,194  597  597    

移動タンク貯蔵所 84,190    54,590 29,600   

屋外貯蔵所 17,000    3,000 14,000   

取 
扱 
所 

給油取扱所 1,032,591  490,550  526,941 13,600 1,500  

一般取扱所 199,468   3,960 151,843 43,665   

販売取扱所         

合 計 2,610,909  493,657 40,100 1,231,767 815,145 30,240  
 

２ 危険物製造所等処理          （Ｒ６．４．１～Ｒ７．３．３１） （件） 
区分 

製造所等別 
設置 
許可 

変更 
許可 

仮使用

承認 仮貯蔵 軽微な

変更 
完成 

検査前 
完 成 
検 査 

品名数 
量変更 

廃止又 
は休止 

譲 渡 
引 渡 

貯 
蔵 
所 

屋内貯蔵所           

屋外タンク貯蔵所           

屋内タンク貯蔵所           

地下タンク貯蔵所    2 1      

簡易タンク貯蔵所           

移動タンク貯蔵所         1  

屋外貯蔵所           

取 
扱 
所 

給油取扱所     2      

一般取扱所  3   1  1  4  

販売取扱所           

合   計  3  2 4  1  5  

３ 危険物施設等の立入検査回数         （Ｒ６．４．１～Ｒ７．３．３１） 
  
  
    
     
  
  

 
 
 

製造所等別 回数 ％ 
屋内貯蔵所   

屋外タンク   

屋内タンク   

地下タンク ３ ８．１ 

移動タンク ２４ ６４．９ 

屋外貯蔵所   

給油取扱所 ７ １８．９ 

一般取扱所 ３ ８．１ 

合   計 ３７ １００．０ 
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《 火 災 予 防 》 

１ 法令による届出               （Ｒ６．４．１～Ｒ７．３．３１） 
条    例 内          容 件 数 

消防法第８条 消防計画（変更含）の届出 ６５ 
消防法第８条第２項 防火管理者選（解）任届出 ３９ 
消防法第９条の３ 液化石油ガス貯蔵取扱届出 １２ 
液化石油ガス法第３８条の３ 液化石油ガス設備工事の届出 １ 
消防法第１３条第２項 危険物保安監督者選（解）任届出 ４ 
消防法第１７条の３の３ 消防用設備等点検結果報告 ３４５ 

２ 消防用設備等着工（設置）届出（法第１７条の３の２・第１７条の１４） 
（Ｒ６．４．１～Ｒ７．３．３１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 火災予防条例に基づく届出  

第５７条
届出

第５８条
届出

第５５条
届出

第５６条
届出

 
 
 
４ 広報活動                  （Ｒ６．４．１～Ｒ７．３．３１） 

区       分 回  数  等 
自 衛 消 防 訓 練 ２３５回 
巡 回 広 報 （ 車 両 等 に よ る ） ５４回 
市 報 ・ 新 聞 等          ８回 
看 板 ・ チ ラ シ ・ ポ ス タ ー １,４００枚 

 届出及び 
検  査 ％ 

消 火 器 １０ １６．１ 

屋 内 消 火 栓 ２ ３．２ 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備 ３ ４．９ 

自動火災報知設備 ３８ ６１．３ 

非常警報設備 １ １．６ 

誘導灯・標識 ８ １２．９ 

漏電火災警報器 ０ ０．０ 

消 防 用 水 ０ ０．０ 

合 計 ６２ １００．０ 

 

自動火災
報知設備

非常警報
設備

スプリンク
ラー設備

誘導灯・
標識

屋内
消火栓

消火器

 届出及び

検  査 ％ 

第５５条届出 １１ ５.５ 

第５６条届出 ２１ １０.４ 

第５７条届出 １５６ ７７.６ 

第５８条届出 １３ ６.５ 

合    計 ２０１ １００.０ 

 
第５５条 防火対象物使用届出 
第５６条 ボイラー・変電設備等設置届出 
第５７条 催し物開催届出 
第５８条 少量危険物貯蔵取扱届出 

         指定可燃物貯蔵届出 
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《 建 築 同 意 》 

１ 建築同意事務処理（月別）           （Ｒ６．４．１～Ｒ７．３．３１） 
月別 

種別 合計 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

同   意 4  1  1       1 1  
不 同 意              

種 
 
 
 
 
別 

新 築 4  1  1      1 1  
増 築               
改 築                  
増改築              
用途変更              
工作物              
仮 設               
計画変更              
その他              

合  計 4  1  1      1 1  

２ 過去５年間の建築同意事務処理（対象物） 
 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 
新 築 100.0 4 54.5 6 46.2 6 33.3 3 33.3 2 

増 築   9.1 1 23.1 3 44.4 4 50.0 3 

その他   36.4 4 30.8 4 22.2 2 16.7 1 

合 計 100.0 4 100.0 11 100.0 13 100.0 9 100.0 6 

 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

R2

R3

R4

R5

R6

年度 新築 増築 その他
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《 火  災  概  要 》 

１ 火災発生状況 

（１）主な項目の前年対比                        （△：減） 
年 別 

区 分 
令和 
５年 

令和

６年 増 減 年 別 

区 分 
令和 
５年 

令和 
６年 増 減 

出 火 件 数  16 12 △4 損 害 額 ( 千 円 ) 80,648 34,533 △46,115 

火 災 種 別 

建 物 8 5 △3 

火 災 種 別 

建 物 79,271 21,441 △57,830 
林 野 1 0 △1 林 野 51  △51 
車 両 2 2  車 両 1,326 6,488 5,162 
その他 5 5  その他 0 6,604 6,604 

焼 損 棟 数 36 11 △25 出 火 率 
（人口１万人当たり） 

（件） 
5.7 4.4 △1.3 

程 度 別 

全 焼 10 6 △4 
半 焼 0 0  
部分焼 7 3 △4 火 災 

１ 件 当 た り の 
損 害 額 

（千円） 

5,041 2,878 △2,163 ぼ や 19 2 △17 
建物焼損面積 （㎡） 1,956 137 △1,819 
建物焼損表面積（㎡） 121 140 19 
林野焼損面積 （ａ） 7 0 △7 建 物 火 災 

１ 件 当 た り の 
焼 損 面 積 

（㎡） 
244.5 27.4 △217.1 死 者 2 0 △2 

負 傷 者 6 3 △3 
り 災 世 帯 数  20 5 △15 
り 災 人 員 55 13 △42 建 物 火 災 

１ 件 当 た り の  
損 害 額 

（千円） 
9,909 4,288 △5,621 

住家程度別 
全 損 4 1 △3 
半 損 0 0  
小 損 16 4 △12 

（２）月別の前年対比 
区 分 

件 
数 

火 災 種 別 
爆 
発 

焼 損 面 積 損害額 
 

（千円） 

死 
 

者 

負 
傷 
者 

月 
別 

年 
別 建物 林野 車両 その他 床面積 

（㎡） 
表面積 
（㎡） 

林 野 
（ａ） 

合 
計 

6 12 5  2 5  137 140  34,533  3 
5 16 8 1 2 5  1,956 121 7 80,648 2 6 

1 6 1 1        482   
5 1 1      1  11  1 

2 6 0            
5 3 3     417 11  15,583 1 2 

3 6 2   1 1     5,688   
5 3 1   2  199   7,169  1 

4 6 3    3     6,604   
5 3  1  2    7 51   

5 6 3 3     57 133  13,592  3 
5 2 1   1     3  2 

6 6 0            
5 3 1  2   929 16  44,664   

7 6 0            
5 0            

8 6 2 1   1  80 7  7,367   
5 1 1     411 93  13,167   

9 6 0            
5 0            

10 6 0             
5 0            

11 6 1   1      800   
5 0            

12 6 0            
5 0            
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（３）火災種別の比較 

火災種別 件数

建物火災 5

林野火災 0

車両火災 2

その他の火災 5

合  計 12

建物火災

林野火災

車両火災

その他の火災

 
（４）出火原因の比較 

0

1

2

3

4

5

6

マッチ・ライター 電灯等配線 その他 電気装置 ストーブ 放火の疑い 取灰 不明

建物火災 林野火災 車両火災 その他火災

 
（５）四季別の発生件数 
 

四　　季　　別 件数

春（　３～　５月） 8

夏（　６～　８月） 2

秋（　９～１１月） 1

冬（１２～　２月） 1

合　　　　　計 12

春（ ３～ ５月）

夏（ ６～ ８月）

秋（ ９～１１月）

冬（１２～ ２月）
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（６）月別の比較（降水量・湿度との関係） 

  ① 火災種別ごとの発生件数 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
② 降水量（月合計）及び湿度（月平均相対湿度） 

72.5

126.0

83.0

185.0

83.4%
79.0%

78.5%82.5%

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

(mm)

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0%

 
 
（７）発生時間帯別の比較 

1 1 1
2

1 1

1 1

1

1

0

1

2

3

4

5

0〜 2〜 4〜 6〜 8〜 10〜 12〜 14〜 16〜 18〜 20〜 22〜

（件） 建物火災 林野火災 車両火災 その他の火災

（時）

 
※その他の火災１件については発生時間不明のため除く。 

 
 
 
 
 
 
 

1
3

11 1
1 3 1

0
1
2
3
4
5
6

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

(件) 建物火災 林野火災 車両火災 その他の火災

気象観測システム切り替えに伴い 

１月から８月までの気象情報が集計不可 
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（８）初期消火の実態 

効果有

（件）

粉末消火器 5 3

水道、汲み置き等の水をかけた 4 1

寝具、衣類等をかけた 0

水バケツ 0

もみ消した 0

その他 0

未実施 3

合　計 12 4

使用器具 件数粉末消火器

水道、汲み置き

等の水をかけ

た

寝具、衣類等を

かけた

水バケツ

 
（９）覚知別の火災状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 過去５年間の発生件数累計 
 
（１）月別の比較 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
建物火災 3 4 4 3 5 1 3 1
林野火災 1
車両火災 1 1 3 1 1
そ の 他 の 火 災 5 7 2 1

0

2

4

6

8

10

12
（件）

(月)

 
 

覚知種別 件数 建物 林野 車両 その他

専用電話 1 1

専用電話（携帯） 8 3 2 3

加入電話 1 1

警察電話 0

駆けつけ 0

事後聞知 2 2

合　計 12 5 0 2 5

◎加入電話とは、一般加入電話６７２－１１９０をいう。

◎事後聞知とは、鎮火後に消防機関が覚知したものをいう。

◎専用電話（携帯）とは、携帯電話からの１１９番をいう。

◎警察電話とは、消防本部と警察署間の専用（内線）電話をいう。

◎駆けつけ通報とは、最寄りの消防機関に駆けつけて通報したこ

とをいう。

◎専用電話とは、火災報知専用電話１１９番をいう。

専用電話

専用電話（携
帯）
加入電話

警察電話

駆けつけ

事後聞知
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（２）時間帯別の比較 

0～ 2～ 4～ 6～ 8～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～
建物火災 3 1 2 3 2 2 3 2 5
林野火災 1
車両火災 1 1 2 1 1 1
そ の 他 の 火 災 1 1 4 2 2 2 1

0

2

4

6

8

10
（件）

(時)

 
 
 
３ 過去１０年間の比較 
（１）火災発生状況 

 ２７ ２８ ２９ ３０ ３１/Ｒ元  Ｒ２ Ｒ３ R４ R5 R6 
火 
災 
種 
別 

建 物  3 6 4 4 5 4 4 3 8 5 
林 野  2    1    1  
車 両  1  1 2 2 2 1  2 2 
その他  3 3  5 5  3 2 5 5 

合   計 9 9 5 11 13 6 8 5 16 12 
爆   発     1      

建物焼損面積 425 218 5 600 182 302 969 5 1,956 137 
建物焼損表面積 68  2 104 1 11 43  121 140 

建物火災１件当

たりの焼損面積 141.7 36.3 1.3 150.0 36.4 75.5 242.3 1.7 244.5 27.4 

損害額(千円) 8,846 10,257 75 34,377 97,764 9,957 40,303 359 80,648 34,533 

火災１件当たり

の損害額(千円)  983 1,140 15 3,125 7,520 1,660 5,038 72 5,041 2,878 

死   者 1      3  2  
負 傷 者 1 2  7 4  2 1 6 3 

市民一人当たり

の損害額(円) 275 324 2 1,129 3,230 334 1,385 12 2,872 1,252 

出火率(人口１万

人当たり) (件) 2.8 2.8 1.6 3.6   4.3   2.0 2.7 1.7 5.7 4.4 
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（２）火災種別の比較 

27年 28年 29年 30年
31年
/R1
年

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

建物火災 3 6 4 4 5 4 4 3 8 5
林野火災 2 1 1
車両火災 1 1 2 2 2 1 2 2
その他の火災 3 3 5 5 3 2 5 5
合 計 9 9 5 11 13 6 8 5 16 12

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18
（件）

建物火

災

林野火

災

車両火

災

その他

の火災

合 計

 
（３）損害額の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27年 28年 29年 30年
31年/R1

年
R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

損害額 8,846 10,257 75 34,377 97,764 9,957 40,303 359 80,648 34,533

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

（千円）

損害額
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４ 過去の特殊火災及び風水害 

（１）特殊火災 
年  月  日 出 火 場 所 焼   失   程   度 

平成３１. ２. ６ 山形バイオマスエネルギー発電所  爆発火災 工場及び住宅等１９棟損壊 車両１台損傷 負傷者１名  
平成 ３. ３.１８ 三 上 住宅１棟全焼 他２棟部分焼 焼死者４名     １９５㎡ 
昭和４９.１０.１０ 武 田 食 品 工 場  ８棟全半焼                 １，７０９㎡ 
 〃４７. ６.１３ 赤 山 ２０棟全半焼                １，３０８㎡ 
 〃４７. ５.２９ 関 根 ４棟全半焼 ８棟部分焼             ３９４㎡ 
 〃４０. ３.２１ 上 山 小 学 校 校舎２棟全焼                １，６２７㎡ 
 〃３８. ４.２２ 小 穴 ６３棟全焼                 ４，５９４㎡ 
 〃３７. ９.１５ 明治製菓 上山工場 ２棟全焼                    ５８９㎡ 
 〃３７. ６.３０ 矢来一丁目玉糸工場 ８棟全焼                    ７４４㎡ 
 〃３７. ４.２７ 中 山 １２棟全半焼                １，１５０㎡ 
 〃３５. １.２７ 蔵 王 山 元 山 ４棟全焼                  ５，０８２㎡ 
 〃３４.１２.２４ 上 山 中 学 校 校舎３棟全焼                ２，５７５㎡ 
 〃３４. ４.１５ 狸 森 ７棟全焼                    ６３５㎡ 
 〃３２.１２. ６ 山 五 製 糸 工 場  寄宿舎１棟全焼                 ５０５㎡ 
 〃２９. ７. ６ 山 五 製 糸 工 場  工場１棟全焼                  ７５９㎡ 
 〃２８. １.１３ 金 谷 中川小学校校舎・体育館全焼 
 〃 ７. ６.２０ 細 谷 ５１棟 
 〃 ６. ５. ６ 倉 松 山 中 腹 ２００ヘクタール 
大正 ３. ９.２７ 菖 蒲 １５棟 
明治３６. ６.１３ 十 日 町 １１棟 
 〃２７. ４. ５ 小 倉 １４棟 死者１名 重症２名 軽症２名 

（２）風水害 
年  月  日 記                      録 

平成２６. ７. ９ 
豪雨による被害。床上浸水 5 床下浸水 21 その他の浸水 1 河川被害 14 道路 31 等 
被害総額 11 億 1 千 8 百 8 万 5 千円。市内前川周辺 10 地区（約 600 世帯）に避難勧告発令 
避難者数 468 人となった。  

平成２５. ７.１８ 
豪雨による被害。床上浸水 1  床下浸水 3  住宅一部損壊 1  河川被害 8  道路 24 等 
被害総 1 億 4 千 5 百 14 万円。市内 6 地区（約 450 世帯）に避難勧告発令 
水源汚濁による水道断水（4 日間）最大 10,549 世帯に影響、他市町の給水車の応援を受け対応 

 〃１０. ８. ６ 梅雨前線による被害。住家床下浸水 7  非住家一部破損 1  床下浸水 2  浸水 9  地すべり 2 等 

被害総額 2 億 9 千 9 百 33 万円 

 〃 元. ８. ６ 台風 13 号による豪雨。総雨量 56ｍｍ(蔵王山系 414ｍｍ) 住家床下浸水 4 棟  病院被害 1 箇所  
田畑被害 2.3 ㌶  道路欠損 23 箇所 橋梁 1  河川 29  等  流出損壊被害総額 5 億 7 千 2 百 90 万円 

昭和６１. ８. ５ 台風 10 号による豪雨。雨量 133ｍｍ  床下浸水 13   道路決壊 54  箇所土砂崩れ 6 箇所   
堤防決壊 165 箇所  被害総額 1 億 6 千 4 百 80 万円 

 〃５６. ８.２３ 台風 15 号による集中豪雨で市内南東地域河川が氾濫した。建物流出及び床上浸水 6    
田畑冠水 29 ㌶  道路 47  橋梁 5  河川 5 等  流出損壊被害総額 5 億 5 千 8 百万円 

 〃５４. ７.２９ 梅雨前線の猛威により豪雨。床上･床下浸水 11 田畑冠水 6.5 ㌶道路 33 橋梁 4 河川 27 等流出損壊

被害総額 5 千 6 百 90 万円 

 〃４２. ８.２８ 羽越豪雨による被害甚大。床上浸水 215 床下浸水 606 田畑・道路･橋梁等が流出決壊 
被害総額 2 億 2 千 6 百万円 

 〃４１. ７.１８ 豪雨による被害。床上浸水 50 床下浸水 140 田畑被害 216 ㌶道路決壊 11 橋梁流失 14  
堤防決壊 230ｍ 

 〃３４. ９.２６ 台風 15 号による被害。全壊家屋 18 半壊家屋 62 一部破損 892 屋根損失 9 公共施設全壊 1 
 農作物果樹被害甚大 

 〃３３. ９.１８ 台風 21 号の余波を受けて豪雨となり南部地帯河川が増水、上山･藤吾･皆沢･須田板方面の堤防決

壊。床上浸水 29 床下浸水 207 田畑被害 54 ㌶道路決壊流出 449ｍ堤防決壊 381ｍ橋梁流出 8 

 〃３１. ７.１７ 豪雨により市内全域の河川が氾濫し洪水となる｡災害救助法発令される｡ 
雨量 100ｍｍ全壊家屋 2 半壊家屋 2 床上浸水 1,075 床下浸水 1,672 橋梁流失 23 箇所 

 



警  防 
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《 消 防 施 設 ・ 装 備 》 
１ 消防本部・署 機械現有               令和７年４月１日現在 

区 

分 
車   両 
種   別 年 式 車   名 排気量 ポンプ社名 

規 格 購入年月 

消 
防 
本 
部 

指揮車 2022 ﾄﾖﾀ   ﾊｲｴｰｽ  4WD 2690 － Ｒ ４. ３ 

広報１号車  2014 ﾄﾖﾀ  ｴｽﾃｨﾏ   4WD 2360 － Ｈ２６. ８ 

広報２号車  2010 三菱  ﾃﾞﾘｶ    4WD 2350 － Ｈ２２. ７ 

   

消  

   

防 
   

署 

ポンプ１号車 
CD-Ⅰ型 2012 日野   ﾃﾞｭﾄﾛ  4WD 4000 モリタ A-2 Ｈ２４. ９ 

 ポンプ２号車 
水Ⅰ‐A 型 2013 日野   ﾚﾝｼﾞｬｰ  4WD 6400 モリタ A-2 Ｈ２５.１１ 

  ポンプ３号車 
水Ⅱ型 2018 日野   ﾚﾝｼﾞｬｰ  4WD 5120 モリタ A-2 Ｈ３０.１２ 

 化 学 車  
Ⅱ型 1995 いすゞ  ﾌｫﾜｰﾄﾞ  4WD 8220 森田ポンプ A-2  Ｈ ７.１２ 

救助工作車 
Ⅱ型 2011 日野  ﾚﾝｼﾞｬｰ  4WD 6400 － Ｈ２３.１０ 

資機材運搬車 2012 ﾄﾖﾀ  ﾀﾞｲﾅ  4WD 4000 － Ｈ２４. ９ 

広報３号車 
救急普及啓発広報車 2012 日産  ｼﾋﾞﾘｱﾝ  4WD 4470 － Ｈ２４.１１ 

救急１号車 2025 ﾄﾖﾀ    ﾊｲｴｰｽ   4WD 2690 － Ｒ  ７. ２ 

救急２号車 2020 ﾄﾖﾀ  ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ 4WD 2690 － Ｒ ２.１２ 

救急３号車 2016 ﾄﾖﾀ  ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ 4WD 2690 － Ｈ２８.１１ 

軽積載車 1994 ﾀﾞｲﾊﾂ ﾊｲｾﾞｯﾄ 4WD 660 － Ｈ ６.１０ 

２ 消防団 機械・施設現有（分団別） 
分団別 

区分 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

普通消防ポンプ自動車 ４ ２ １ １        
小型動力ポンプ付積載車 ８  １  １ １ １ １ ２ １  
小型動力ポンプ付軽積載車  １８ １ １ ２ ３ ２ １ １ ３ １ ３ 
小型動力ポンプ Ｂ－２ １        １   
小型動力ポンプ Ｂ－３ ８ １   １ １ １ １ ３   
小型動力ポンプ Ｃ－１ １６ １   ４ ２  １ ４ １ ３ 
小型動力ポンプ・照明灯付積載車 Ｃ－１ １  １         
合 計 ５６ ５ ４ ３ ９ ６ ３ ４ １３ ３ ６ 
ポ ン プ 庫 ５６ ５ ４ ３ ９ ６ ３ ４ １３ ３ ６ 

警鐘台 ５５ ３ １ ２ １２ ４ ６ ３ １４ １ ９ 
ホース乾燥併用型  

サイレン塔 １７ ２ ３  １ ３ ２ １ ３ １ １ 

 

３ 消防団 ポンプ等の現有 
第１分団（本庁地区） 

区    分 車両別 年 式・車 名（社 名） ポンプ型式・級別 購入年月 

１ １ 
二日町 ポ自 2014  ﾄﾖﾀﾀﾞｲﾅ  CD-Ⅰ型 4WD   モリタ A-2 Ｈ２６.１０ 

河 崎 軽積 1999 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｈ１１.１２ 
小 2003 ｼﾊﾞｳﾗ  B-3 Ｈ１５.１２ 

２ １ 矢 来 ポ自 2019 ﾄﾖﾀﾀﾞｲﾅ CD-Ⅰ型  4WD   モリタ A-2 Ｒ １.１１ 
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３ １ 長清水 小 2018 ｼﾊﾞｳﾗ   C-1 Ｈ３０.１１ 
４ １ 金 生 小 2006 ﾗﾋﾞｯﾄ B-3 Ｈ１８.１０ 

第２分団（本庁地区） 
区    分 車両別 年 式・車 名（社 名） ポンプ型式・級別 購入年月 

１ １ 十日町 積照 1997 三菱ｷｬﾝﾀｰ         4WD  
Ｈ ９. ２ 

小 1997 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 
２ １ 八日町 ポ自 2016 いすゞｴﾙﾌ CD-Ⅰ型 4WD モリタ A-2 Ｈ２８.１２ 

３ 
１ 湯 町 積 2000 三菱ｷｬﾝﾀｰ          4WD  

Ｈ１２.１２ 
小 2000 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 

２ 新 湯 軽積 2012 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  
Ｈ２４. ９ 

小 2012 ﾄｰﾊﾂ B-3 
第３分団（本庁地区） 

１ １ 弁 天 軽積 2018 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  
Ｈ３０.１１ 

小 2018 ﾄｰﾊﾂ B-3 

２ １ 久保手 軽積 1997 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｈ ９. ２ 
小 2012 ﾄｰﾊﾂ B-3 Ｈ２４. ９ 

３ １ 金 瓶 ポ自 2018 いすゞｴﾙﾌ CD-Ⅰ型 4WD モリタ A-2 Ｈ３０.１１ 
第４分団（西郷地区） 

１ １ 高 松 軽積 2000 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ     4WD  
Ｈ１２.１２ 

小 2000 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 
葉 山 小 2013 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ２５.１０ 

２ １ 
石曽根 小 2019 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｒ １. ９ 

川 口 軽積 1997 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ    4WD  Ｈ ９.１２ 
小 2016 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ２８.１２ 

３ １ 藤 吾 積 2015 ﾄﾖﾀﾀﾞｲﾅ       4WD       
Ｈ２７.１１ 

小 2015 ﾄｰﾊﾂ B-3 

４ １ 阿弥陀地 小 1999 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ１１.１２ 
（塩崎） 小 2003 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ１５.１１ 

５ １ 細 谷 小 2015 ﾄｰﾊﾂ C-1 Ｈ２７.１１ 

６ １ 小 穴 軽積 1997 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｈ ９. ２ 
小 2014 ﾗﾋﾞｯﾄ B-3 Ｈ２６.１０ 

第５分団（本庄地区） 

１ １ 関 根 軽積 1998 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｈ１０. ３ 
小 2018 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ３０.１１ 

２ 相 生 小 2016 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ２８.１２ 

２ １ 三 上 軽積 2021 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｒ ３.１２ 
小 2021 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｒ ３.１２ 

２ 皆 沢 小 2008 ﾄｰﾊﾂ B-3 Ｈ２０. ９ 

３ １ 楢 下 積 2017 ﾄﾖﾀ ﾀﾞｲﾅ        4WD  
Ｈ２９.１０ 

小 2017 ﾄｰﾊﾂ B-3 
赤 山 小 2017 ﾄｰﾊﾂ C-1 Ｈ２９.１１ 

第６分団（東地区） 

１ 
１ 牧 野 小 2012 ﾄｰﾊﾂ B-3 Ｈ２４. ９ 

２ 須田板 積 2016 ﾄﾖﾀﾀﾞｲﾅ      4WD  
Ｈ２９. １ 

小 2016 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 

２ １ 大 門 軽積 2024 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ     4WD  Ｒ ６. ３ 
小 2024 ﾄｰﾊﾂ B-3 Ｒ ６. ３ 

第７分団（宮生地区） 

１ １ 宮 脇 軽積 1997 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｈ ９.１２ 
小 1995 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ ７.１２ 

２ 下生居 小 2013 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ２５.１０ 

２ 
１ 中生居 小 1997 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ ９.１２ 

２ 上生居 積 2020 ﾄﾖﾀﾀﾞｲﾅ         4WD  
Ｒ ２.１０ 

小 2020 ﾄｰﾊﾂ B-3 
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第８分団（中川地区） 

区    分 車両別 年 式・車 名（社 名） ポンプ型式・級別 購入年月 

１ １ 仙 石 軽積 2015 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ      4WD  Ｈ２７.１１ 
小 2014 ﾗﾋﾞｯﾄ B-3 Ｈ２６.１０ 

糸 目 小 1996 ｼﾊﾞｳﾗ B-2 Ｈ ８. ８ 
２ １ 泉 川 小 2000 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ１２.１２ 

３ １ 金 谷 軽積 1999 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ      4WD  Ｈ１１.１２ 
小 2015 ﾄｰﾊﾂ B-3 Ｈ２７.１１ 

４ １ 
甲 石 軽積 2014 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  

Ｈ２６.１０ 
小 2014 ﾗﾋﾞｯﾄ B-3 

足ノ口 小 2014 ﾗﾋﾞｯﾄ C-1 Ｈ２６.１０ 
５ １ 高 野 小 2009 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ２１.１０ 
６ １ 薄 沢 小 1998 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ１０.１２ 

７ １ 
永 野 積 2024 トヨタハイラックス         4WD  

Ｒ  ６.１２ 
小 2024 ｼﾊﾞｳﾗ B-2 

蔵 王 小 2003 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ１５.１１ 
８ １ 権現堂 小 1999 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 Ｈ１１.１２ 

９ １ 小 倉 積 2013 ﾄﾖﾀﾀﾞｲﾅ          4WD       
Ｈ２５.１０ 

小 2013 ｼﾊﾞｳﾗ B-3 
棚 木 小 2001 ﾗﾋﾞｯﾄ C-1 Ｈ１４. １ 

第９分団（中山地区） 

１ １ 
中

山

第

一 

上町 
軽積 1998 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｈ１０.１２ 

小 2017 ﾄｰﾊﾂ B-3 Ｈ２９.１１ 

２ １ 
中

山

第

二 

新町 
積 2010 いすゞｴﾙﾌ         4WD  

Ｈ２２. ９ 
小 2010 ﾄｰﾊﾂ B-2 

揚橋 小 2013 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ２５.１０ 
第１０分団（山元地区） 

１ １ 須刈田 軽積 2004 ｽﾊﾞﾙｻﾝﾊﾞｰ         4WD  
Ｈ１６.１１ 

小 2004 ﾗﾋﾞｯﾄ B-3 
狸森 小 2019 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｒ １. ９ 

２ １ 元屋敷 軽積 2015 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  
Ｈ２７.１１ 

小 2015 ﾄｰﾊﾂ B-3 
菅 小 2016 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ２８.１２ 

３ １ 中ノ森 軽積 2019 ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄ       4WD  Ｒ １. ９ 
小 2011 ﾗﾋﾞｯﾄ    B-3 Ｈ２３. ９ 

境 小 2018 ｼﾊﾞｳﾗ C-1 Ｈ３０.１１ 

《 消  防  水  利 》 
１ 各分団別消防水利数                 令和７年４月１日現在 

区分＼分団 合 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

消 
火 
栓 

公設 計 725 132 114 147 83 41 40 34 106 28  
内

訳 
双口 146 50 51 25 4    16   
単口 579 82 63 122 79 41 40 34 90 28  

私設単口 6 3       3   

防 
火 
水 
槽 

公設 計 320 37 30 43 49 31 33 22 48 7 20 
内

訳 
有蓋 215 36 30 32 25 20 15 8 31 5 13 
無蓋 105 1  11 24 11 18 14 17 2 7 

私設 計 22 2 3 9 2  1 1 3 1  
内

訳 
有蓋 21 2 3 8 2  1 1 2 1  
無蓋 1        1   

指 定 水 利 0           
井 戸 0           
合 計 1,073 174 147 199 134 72 74 57 160 36 20  



情報管理 
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《 119 番受信状況 》 
 
１ 月別及び回線別 119 番受信件数                 （単位：件） 

月別 
回線別 合計 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

総受信回数 1,836 157 168 152 126 152 163 171 221 120 134 129 143 

一般加入 175 13 14 15 11 13 12 14 16 14 20 17 16 

ＩＰ電話 750 64 63 64 60 54 59 63 84 49 67 55 68 

携帯電話 911 80 91 73 55 85 92 94 121 57 47 57 59 

 
 
 
 
 
２ 受信種別 119 番受信件数                    （単位：件） 

合計 火災 救急 救助 その他 
災害 問合せ 試験 いたずら 間違い 転送 その他 

1,836 12 1,683 23 14 8 14 0 30 2 50 

※ 転送とは、当市で 119 番通報受信後に他機関と通報者の回線を接続すること。 
 

 

 

 
  
 

《 口頭指導状況 》 
 
１ 項目別口頭指導件数                      （単位：件） 

合計 心肺蘇生法 気道確保 異物除去 止血・被覆 移動・体位管理 その他 

226 64 3 3 54 48 54 

※ 口頭指導とは、119 番通報の救急要請時に指令室員が、通報者やその関係者、もしくは付近にい

る方から救急車が到着するまでに必要な応急処置をしてもらえるように電話で処置内容を指導する

こと。 
 
 
 
 
２ 口頭指導件数に対する応急処置実施件数 

指導件数 実施件数 実施率 

226 144 64% 
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《 気     象 》 

１ 降水量                            （単位：ｍｍ） 
 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 年 間 

月合計 112.5 60.5 107.0 52.5 68.5 49.0 293.5 92.5 202.5 78.5 99.0 154.0 1370.0 

日最大 43.0 23.0 20.0 43.0 23.0 15.0 89.0 33.0 48.0 17.0 19.5 26.0  

２ 降雪深                            （単位：ｃｍ） 
 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 年 間 

月合計 83.0 71.0 69.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 44.0 267.0 

日最大 40.0 25.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.0  

３ 過去５年間の年間降水量・降雪深の比較 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

1,400.0

1,600.0

降水量 1,240.5 1,154.5 1,068.5 1168.5 1370

降雪深 117.5 434.0 590 221 267

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

 
４ 気温                              （単位：℃） 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 年間 

最 高 12.3 7.5 16.9 29.2 31.7 33.6 34.9 36.5 34.1 30.2 23.8 15.9 37.8 

最 低 -5.7 -3.5 -4.1 -4.1 3.2 11.8 17.5 20.5 9.6 0.9 -2.7 -6.8 -11.9 

平 均 1.6 2.2 3.5 13.7 15.0 22.4 26.4 26.1 22.4 16.2 8.2 1.7 13.2 

５ 湿度                              （単位：％） 
 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 平均 

相 対 80.3 68.6 74.0 64..3 67.7 68.0 77.0 72.0 82.5 78.5 79.0 83.4 76.3 

 

（単位 ： ｍｍ・ｃｍ） 
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《 消防応援協定等締結状況 》 
協 定 等 の 名 称 締結年月日 協 定 内 容 

消防相互応援協定（山形市） 昭 32. 4.25 

１ 協定市等 
  上山市、山形市 
２ 目的 
  火災、その他の災害に対して相互に 

応援する。 

消防応援協定（宮城県七ヶ宿町） 昭 35.11.17 

１ 協定市等 
  上山市、宮城県七ヶ宿町 
２ 目的 
  火災、その他の災害に対して相互に 

応援する。 

消防相互応援協定（南陽市） 昭 42. 5. 1 

１ 協定市等 
  上山市、南陽市 
２ 目的 
  火災、その他の災害に対して相互に 

応援する。 

山形県広域消防相互応援協定  昭 53. 3.10 

１ 協定市等 
  山形県内市町村、消防の一部事務組合 
２ 目的 
  火災、その他の災害に対して相互に 

応援する。 

山形県消防広域応援隊に関する覚書 平 7.11.14 

１ 協定市等 
  山形県内消防本部 
２ 目的 
  大規模もしくは特殊な災害に対して 

山形県広域消防相互応援協定に基づ
き応援隊を編成する覚書 

消防相互応援協定 
（宮城県仙南地域広域行政事務組合） 平 8.11.11 

１ 協定市等 
  宮城県仙南地域広域行政事務組合、 

上山市 
２ 目的 
  火災、その他の災害に対して相互に 

応援する。 

山形県消防防災ヘリコプター 
応援協定 平 10. 4. 1 

１ 協定市等 
  山形県、山形県内市町村、 

消防の一部事務組合 
２ 目的 
  災害時に消防防災ヘリコプターの 

応援を求める。 

救急車退出路の使用に関する覚書 平 14.11. 9 

１ 協定市等 
  上山市、 

日本道路公団東北支社 
山形管理事務所                                       

２ 目的 
  救急車退出路の使用に関する覚書 

鉄道災害における消防機関と 
鉄道事業者の連携に関する覚書 平 21.10. 1 

１ 協定市等 
  山形県内消防本部、山辺町、中山町 
２ 目的 
  鉄道災害発生時の消防機関及び鉄道

事業者との連携 

上山消防本部放送設備を利用した防

犯情報等の広報に関する覚書 平 28.1.27 

１ 協定市等 
  上山警察署 
２ 目的 
  防犯情報等を広報することにより、地

域住民等が自ら積極的に防犯対策を
講じることを促し、地域住民等の安
全・安心を確保すること 

災害時におけるタイヤ業務の 
      支援協力に関する協定  平 29.8.25 

１ 協定市等 
  有限会社 カーフットショップ後藤、 
  有限会社 タイヤプロショップ中川 
２ 目的 
  大規模な災害が発生した場合又は発
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生のおそれがある場合において、災害
応急対策等に対するにタイヤ交換等
の支援活動について必要な事項を定
めるものとする。 

東北中央自動車道 
（南陽高畠ＩＣ～東根ＩＣ間） 
      における救急業務覚書 

 平 31.4.13 

１ 協定市等 
  上山市、山形市、天童市、東根市、 
  西村山広域行政事務組合、置賜行政事

務組合 
  日本道路公団東北支社 
２ 目的 
  東北中央自動車道（南陽高畠ＩＣ～東

根ＩＣ間）における救急業務に関する
覚書 

東北中央自動車道 
（南陽高畠ＩＣ～東根ＩＣ間） 
    における消防相互応援協定 

 平 31.4.13 

1 協定市等 
  上山市、山形市、天童市、東根市、 
  西村山広域行政事務組合、置賜行政事

務組合 
２ 目的 
  火災、救急又はその他の災害に対して

相互に応援する。 

災害時における消防活動等の応援 
に関する協定  令 2.3.27 

１ 協定市等 
  山形県中央生コンクリート共同組合 
  山形県コンクリート圧送協会 
２ 目的 
  災害が発生した場合に、市からの要請

に基づき特殊車両で消防揚水の供給
活動、高所からの放水等の消防活動を
行なうもの。    



消  防 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



出動回数 出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員

火　　　災 12 124 16 205 5 61

救 急 支 援
安 全 管 理

76 236 87 267 59 195

疑　　　煙 12 38 18 55 24 79

危険物漏洩 6 18 21 63 12 38

市 外 応 援 0 0 1 3 2 14

県広域応援 2 8 0 0 0 0

緊急援助隊 6 30 0 0 0 0

そ　の　他 24 112 26 85 51 188

合      計 138 566 169 678 153 575

訓練回数 訓練人数 訓練回数 訓練人数 訓練回数 訓練人数

総 合 訓 練 20 442 18 428 8 204

情報収集伝達訓練 0 0 0 0 0 0

消火訓練 6 138 3 84 5 119

避難訓練 0 0 0 0 0 0

救出・救護訓練 2 44 1 71 0 0

給食・給水訓練 0 0 0 0 0 0

その他 2 9 1 30 0 0

合　　計 30 633 23 613 13 323

《　自主防災組織訓練指導状況　》

（単位 ： 回・人）

《　消 防 隊 等 出 動 状 況　》

（単位 ： 回・人）

令和６年 令和５年 令和４年

令和５年 令和４年

※　その他とは起震車体験、視聴覚研修、防災講話等の訓練をいう｡
※　総合訓練とは、個別訓練の２つ以上を含むものをいう｡

※　実施数については、自主防災会消防訓練等指導申請書で要請があったものの他
　　市及び消防団主催に参加したものを示す。

令和６年
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救急救助 
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《 救急事故種別の分類 》 
 

用語、方法及び分類については、総務省消防庁が定める「救急事故等報告要領」を引用

しており、言葉の解釈及び運用等で、一般社会通念とは多少異なるところもあります。 

 

（１） 火    災  火災現場において直接火災に起因して生じた事故をいう。 

 

（２） 自然災害事故  暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、地す

べり、その他の異常な自然現象に起因する災害による事故をいう。 

 

（３） 水 難 事 故  水泳中（（６）運動競技によるものを除く。）の溺者又は水中転落

等による事故をいう。 

 

（４） 交 通 事 故  すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故若しくは歩行

者等が交通機関に接触したこと等による事故をいう。 

 

（５） 労働災害事故  各種工場、事業所、作業所、工事現場等において就業中発生した

事故をいう。 

 

（６） 運動競技事故  運動競技の実施中に発生した事故で直接運動競技を実施している

者、審判員及び関係者等の事故（ただし、観覧中の者が直接に運動

競技用具等によって負傷したものは含み、競技場内の混乱によるも

のは含まない。）をいう。 

 

（７） 一 般 負 傷  他に分類されない不慮の事故をいう。 

 

（８） 加    害  故意に他人によって傷害等を加えられた事故をいう。 

 

（９） 自 損 行 為  故意に自分自身に傷害等を加えた事故をいう。 

 

（10） 急    病  疾病によるもので救急業務として行ったものをいう。 

 

（11） そ の 他  転院搬送､医師・看護師搬送､医療資器材等の輸送､その他のもの 

（傷病者不搬送件数のうち、（１）から（10）の救急事故に分類不能

のものを含む。）をいう。 

 

 

 

 

《 傷病者の年令区分 》 
 

（１）新生児：生後２８日未満の者   （２）乳幼児：生後２８日以上満７歳未満の者 

（３）少 年：満７歳以上１８歳未満の者（４）成 人：満１８歳以上満６５歳未満の者 

（５）高齢者：満６５歳以上の者 
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《 救 急 業 務 実 施 状 況 》 

１ 出動件数・搬送人員（前年との比較） 
出動件数で８３件の減少、搬送人員でも８７人減少した。一日平均約４．６件の出動となり、

市民の１７．５人に一人が、搬送されたこととなる。 

２ 事故種別・年齢別搬送状況 
 急病が全体の６１．９％を占める。また、６５歳以上の高齢者が７４．４％となっている。 

 急  病 交通事故 一般負傷 その他 合  計 構成比 

新生児 ０ ０ ０ ０ ０ ０％ 

乳幼児 ２２ ０ ９ １ ３２ ２．０％ 

少 年 １２ ３ ６ １１ ３２ ２．０％ 

成 人 １８９ ４７ ３９ ６５ ３４０ ２１．６％ 

高齢者 ７５４ １２ １７４ ２３２ １１７２ ７４．４％ 

小 計 ９７７ ６２ ２２８ ３０９ １，５７６ １００％ 

３ 事故種別・傷病程度別搬送状況 

 火災 
自然

災害 
水難 

交通

事故 

労働

災害 

運動

競技 

一般

負傷 
加害 

自損

行為 
急病 その他 合計 

死 亡 ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ １ ２７ １ 

 
３２ 

重 症 ０ ０ １ ８ １ ０ ４７ ０ １ ９６ ３４ １８８ 

中等症 ０ ０ ０ １５ ６ ２ ７７ ０ ３ ３７９ ２１９ ７０１ 

軽 症 ３ ０ ０ ３８ ８ ７ １０２ ０ ４ ４７５ １８ ６５５ 

その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

小 計 ３ ０ １ ６２ １５ ９ ２２８ ０ ９ ９７７ ２７２ １，５７６ 

月

別 

区

分 

合

計 

火

災 

自
然
災
害 

水

難 

交
通
事
故 

労
働
災
害 

運

動

競

技 

一
般
負
傷 

加

害 

自
損
行
為 

急

病 

そ の 他 
不
搬
送
件
数 

転
院
搬
送 

医
師
搬
送 

資
器
輸
送 

そ

の

他 

令 和 

６年  

出動件数 １，６８２ ４  １ ６８ １６ ９ ２４１  １３ １,０５７ ２７２   １ 
１１４ 

搬送人員 １，５７６ ３  １ ６２ １５ ９ ２２８  ９ ９７７ ２７２ 

令 和 

５年 

出動件数 １，７６５ ２  ４ ５７ ２１ １０ ２６０ ５ １３ １，１３７ ２５５  １  
１０４ 

搬送人員 １，６６３ ２  ２ ４４ ２１ １０ ２４９ ３ ９ １０７０ ２５３ 

１月 
出動件数 １３５    ２   ２４  １ ８４ ２４    

１０ 
搬送人員 １２５    ２   ２２  １ ７６ ２４ 

２月 
出動件数 １２１    ６   １４  １ ８１ １９    

６ 
搬送人員 １１７    ６   １３  １ ７８ １９ 

３月 
出動件数 １２１    ９  ２ １１  ２ ７０ ２６   １ 

１２ 
搬送人員 １０９    ６  ２ １０  １ ６４ ２６ 

４月 
出動件数 １１６    ４ １ １ ２０   ６８ ２２    

７ 
搬送人員 １０９    ４ １ １ １９   ６２ ２２ 

５月 
出動件数 １５４ ２   １４ ３  ２４  ３ ８５ ２３    

１４ 
搬送人員 １４３ ３   １３ ３  ２４  １ ７６ ２３ 

６月 
出動件数 １２９   １ ５ ３ ２ ２２  １ ６７ ２８    

３ 
搬送人員 １２７   １ ６ ２ ２ ２２  １ ６５ ２８ 

７月 
出動件数 １６１    ５ ３  ３０  １ １１６ １６    

５ 
搬送人員 １５７    ５ ３  １９  １ １１３ １６ 

８月 
出動件数 １７６ １   ３  ２ １８  ２ １２４ ２６    

１４ 
搬送人員 １６２    ２  ２ １６  １ １１５ ２６ 

９月 
出動件数 １２０    ５ ３  ２２  １ ７２ １７    

１１ 
搬送人員 １０９    ４ ３  ２０  １ ６４ １７ 

１０月 
出動件数 １４７    ５ ２  １９  １ ９３ ２７    

９ 
搬送人員 １３８    ４ ２  １８  １ ８６ ２７ 

１１月 
出動件数 １４４ １   ５ １ ２ ２６   ９１ １８    

１４ 
搬送人員 １３１    ５ １ ２ ２４   ８１ １８ 

１２月 
出動件数 １５８    ５   ２１   １０６ ２６    

９ 
搬送人員 １４９    ５   ２１   ９７ ２６ 
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４ 現場到着までの所要時間別出動件数（覚知から現場到着までの時間） 
「平均９．４分」 （全国平均１０．０分） 

時間 

区分 

３分 

未満 

３分以上 

５分未満 

５分以上 

１０分未満 

１０分以上 

２０分未満 

２０分 

以上 
合 計 

現場到着 

平均時間 

急  病 １ ２１ ６４７ ３５２ ３６ １，０５７ ９．４分 

交通事故 ０ １ ２５ ３１ １１ ６８ １５．３分 

一般負傷 ２ ６ １５０ ７０ １３ ２４１ ９．５分 

そ の 他 ０ ４３ ２１４ ４８ １１ ３１６ ８．３分 

小  計 ３ ７１ １，０３６ ５０１ ７１ １，６８２ ９．４分 

 

 

５ 医療機関収容までの所要時間別搬送人員（覚知から医療機関収容までの時間） 
「平均４８．６分」 （全国平均４５．６分） 

時間 

区分 

 

10 分未満 
10 分以上 

20 分未満 

20 分以上 

30 分未満 

30 分以上 

60 分未満 

60 分以上 

120 分未満 

  

120 分以上 合 計 
病院到着 

平均時間 

急  病 ０ ０ ４５ ７２０ ２０９  ３ ９７７ ５０．１分 

交通事故 ０ ０ ２ ３８ ２１  １ ６２ ５６．５分 

一般負傷 ０ １ ２５ １４０ ６２  ０ ２２８ ５０．２分 

そ の 他 ０ １ ２５ ２６６ １７  ０ ３０９ ４１．２分 

小  計 ０ ２ ９７ １，１６４ ３０９  ４ １，５７６ ４８．６分 

 

６ 救急隊員及び救急救命士の行った処置等の実態 
１ 止血：止血帯・包帯による止血処置 

２ 固定：副子等による固定又は安静保持 

３ 人工呼吸：口移し又は器具等による人工呼吸 

４ 心臓マッサージ：胸骨圧迫心臓マッサージ ※自動：自動式心臓マッサージ器によるもの。 

５ 心肺蘇生：心肺蘇生法 

６ 酸素吸入：酸素吸入器による酸素吸入 

７ 気道確保 ※１ 経鼻エアウェイを使用しての気道確保 

※２ 喉頭鏡・鉗子等による異物除去 

※３ 救急救命士の行う救命処置のうち、ﾗﾘﾝｹﾞｱﾙﾏｽｸ等を使用しての気道確保 

※４ 救急救命士の行う救命処置のうち、気管挿管処置を実施しての気道確保 

８ 保温：傷病者の傷病状況から特に体温を保持する必要がある場合に行う保温処置 

９ 被服：創傷をガーゼ等で被覆し、包帯を創面保護 

１０ 在宅療法：在宅療法継続中の傷病者に対し行った応急処置 

※Ａ 在宅中心静脈栄養管理・在宅化学療法等により点滴処置が施されているもの。 

※Ｂ 気管切開孔又は気管瘻、人工肛門等の外瘻処置が施されているもの。 

※Ｃ ※Ａ、※Ｂ以外の処置が施されているもの。 

１１ ショックパンツによる血圧保持：ショックパンツを使用した処置（骨折肢の固定処置を含む。） 

１２ 除細動：救急隊員の行う救命処置のうち、除細動器による除細動処置 

１３ 静脈路確保：救急救命士が行う救命処置のうち、薬剤（乳酸リンゲル液）を用いた 

静脈路確保のための輸液処置（ＣＰＡ前後） 

１４ 薬剤投与：救急薬剤（アドレナリン）を用いた処置 

１５ 血圧測定：血圧計を使用しての血圧測定 

１６ 心音・呼吸音等：聴診器を使用しての心音・呼吸音等の聴取 

１７ 血中酸素飽和度の測定：血中酸素飽和度測定器を使用しての血中酸素飽和度の測定 

１８ 心電図：心電図の測定 

１９ 血糖測定：意識障害者に対する血糖測定 

２０ エピペン投与：アドレナリン製剤投与 

２１ ブドウ糖投与：低血糖病者に対するブドウ糖投与 

２２ その他の応急処置：１から２１以外の応急処置 
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 合計 急病 交通事故 一般負傷 その他 

対 象 人 員 １，５７５ ９７７ ６１ ２２８ ３０９ 

止 血 ４９ ５ ７ ３２ ５ 

固 定 ４９ １ ２６ ２０ ２ 

人 工 呼 吸 １１ ８ １ ２ ０ 

心 臓 マ ッ サ ー ジ ３ ２ ０ １ ０ 

 ※うち自動 ２ １ ０ １ ０ 

心 肺 蘇 生 ３７ ２９ ２ ４ ２ 

   ※うち自動 ２８ ２２ １ ３ ２ 

酸 素 吸 入 ３６５ ２３１ ８ ２７ ９９ 

気 道 確 保 ４４ ３４ ２ ４ ４ 

 

※うち１ ０ ０ ０ ０ ０ 

※うち２ ２ １ ０ １ ０ 

※うち３ ０ ０ ０ ０ ０ 

※うち４ １ ０ ０ １ ０ 

保 温 ４３ ３１ ２ ８ ２ 

被 覆 ７２ ６ １５ ４５ ６ 

在宅療法継続処置 ７４ ５５ ２ ８ ９ 

 

※うちＡ １ １ ０ ０ ０ 

※うちＢ ７ ５ ０ １ １ 

※うちＣ ６６ ４９ ２ ７ ８ 

シ ョ ッ ク パ ン ツ ０ ０ ０ ０ ０ 

除 細 動 ４ ３ ０ ０ １ 

静 脈 路 確 保 ８３ ６８ ２ １１ ２ 

 

 

うちＣＰＡ前 ５６ ４７ １ ７ １ 

 うちＣＰＡ後 ２７ ２１ １ ４ １ 

薬  剤  投  与 ２１ １７ １ ３ ０ 

血 圧 測 定 １，５３０ ９４４ ５８ ２２２ ３０６ 

心 音 ・ 呼 吸 音 聴 取 ４５８ ３３７ ２４ ２５ ７２ 

血中酸素飽和度測定 １，５３７ ９４９ ５８ ２２４ ３０６ 

心 電 図 １，３８８ ９２０ ４０ １５２ ２７６ 

血 糖 測 定 ７５ ６８ １ ５ １ 

エ ピ ペ ン 投 与 ０ ０ ０ ０ ０ 

ブ ド ウ 糖 投 与 ８ ８ ０ ０ ０ 

そ の 他 の 処 置 １，５５４ ９６９ ６０ ２２１ ３０４ 

合 計 ７，４９５ ４，７６０ ３１１ １，０２５ １，３９９ 

令 和 ５ 年 ８，００３ ５，３０１ ２１８ １，０８０ １，４０４ 

 

７ 心肺停止傷病者に対する特定行為実施結果 
 令 和 ６ 年 令 和 ５ 年 

出 動 件 数 １，６８２ １，７６５ 

搬 送 人 員 １，５７６ １，６６３ 

救 急 救 命 士 搭 乗 件 数 ６８ ８３ 

心 肺 停 止 傷 病 者 数 ６８ ８４ 

心 肺 停 止 傷 病 者 搬 送 人 員 ４０ ５０ 

心 拍 再 開 １０ １２ 

社 会 復 帰 １ ０ 

市 民 処 置 ３２ ２５ 

※ 令和３年１０月１日から指示医療機関は「みゆき会病院」となっている。 
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８ 過去１０年間の出動件数及び搬送人員等 

区  分 令和6年 令和５年 令和４年 令和３年 令和２年 令和元年 平成３０年 平成２９年 平成２８年 平成２７年 

出動件数 1,682 1,765 1,676 1,410 1,364 1,628 1,745 1,655 1,608 1,451 

搬送人員 1,576 1,663 1,586 1,349 1,315 1,582 1,679 1,595 1,558 1,389 

高齢者搬送人員 1,172 1,210 1,131 985 978 1,161 1,183 1,137 1,059 930 

総 人 口 27,584 28,084 28,584 29,092 29,375 30,015 30,457 30,889 31,382 31,834 

高齢者人口 11,252 11,293 11,359 11,465 11,501 11,449 11,128 11,312 11,201 11,120 

９ 応急手当普及啓発活動の経過 
区   分 基礎救命 救命入門 普通救命 上級救命 普及員 指導員 再講習 合 計 

令和 6 年  ８８６ １５６ ５ ０ ２ ３８ １，０８７ 

令和５年  １，０３６ ４１ ６ ０ ２ ３５ １，１２０ 

令和４年  ９４２ １６ １８ ０ ４ ３３ １，０１３ 

令和３年  ６８５ ４７ ４８ ０ ３ ０ ７８３ 

令和２年  ９０９ ２２ １ ２ ２ １５ ９５１ 

令和元年  １，３４１ ６８ ４ ０ ３ ７７ １，４９３ 

平成３０年  １，４７１ １１４ １６ ０ ３ ３３ １，６３７ 

平成２９年  １，５２４ １０８ ０ ３ ３ ５９ １，６９７ 

平成２８年 ８６８ ７２１ ８２ １ １ ５ ２８ １，７０１ 

平成２７年 １，２０１ ８３８ １８０ １３  ６ ５２ ２，２９０ 

平成２６年 ７５６ ９９２ １７５ ２９ １ １ １６ １，９７０ 

平成２５年 ９７２ ４７６ １９７ １７ ２３ ２  １，６８７ 

平成２４年 １，３９７ ４９１ ２５５ １７ １  ２６ ２，１８７ 

平成２３年 １，６０６  １２２ ２５ １ ５  １，７５９ 

平成２２年 １，６７１  １４３ １３   ２３ １，８５０ 

平成２１年 １，４２６  １６９ １９   １２ １，６２６ 

平成２０年 １，７８６  ３２２ ７   ２０ ２，１３５ 

本活動の実施要綱は、平成７年に制定し、翌年１月１日に施行した。 

平成２４年９月から応急手当普及啓発活動実施要綱の変更に伴い、講習内容を変更した。 
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10 着衣泳普及啓発活動 
  
 全国的に水の事故は１年を通して発生しており、その約８割 

は衣服を着た状態です。 

 

「着衣泳」とは着衣状態で水に浮いたり、移動したりする動 

作を指し、水の事故から身を守ることを目的とします。 

 

 

 

 

                          【背浮き】 

 

講習会実施状況 ※過去１０年間分 

区  分 園児講習会 
（園児・保護者） 

小学生講習会 

（児 童） 

中高生講習会 

（生 徒） 

一般講習会 

（市 民） 
その他 合  計 

令和６年  ４５    ４５ 

令和５年  １９０    １９０ 

令和４年  １４３ ２５   １６８ 

令和３年      ０ 

令和２年      ０ 

令和元年 ３０ ２２７ １９６   ４５３ 

平成３０年     ３０    ２８２    １３７      ４４９ 

平成２９年  ２９６    ２９６ 

平成２８年 ５５ ３４８    ４０３ 

平成２７年  ２０８    ２０８ 

合  計 １１５ １７３９ ３５８ ０ ０ ２２１２ 

平成１８年度から「命を守る着衣泳」として普及啓発活動を展開しております。 

令和２、３年は新型コロナウイルス感染防止のため未実施となります。 
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《 救助事故種別の分類 》 
総務省消防庁が定める「救急事故等報告要領」を引用する 

（１）火   災  火災現場において、直接火災に起因して生じた事故をいう。 

（２）交 通 事 故  すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故若しくは歩

行者等が交通機関に接触したこと等による事故をいう。 

（３）水 難 事 故  水泳中の溺者又は水中転落等による事故をいう。 

（４）自 然 災 害 事 故  暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、地

すべり、その他の異常な自然現象に起因する災害による事故をい

う。 

（５） 機械による事故  エレベーター、プレス機械、ベルトコンベアその他の建設機械、

工作機械等による事故をいう。 

（６）建物等による事故  建物、門、柵、へい等建物に付帯する施設又はこれらに類する

工作物の倒壊による事故、建物等内に閉じ込められる事故、建物

等に挟まれる事故等をいう。 

（７）ガス及び酸欠事故  一酸化炭素中毒その他のガス中毒事故、酸素欠乏による事故等

をいう。 

（８）破 裂 事 故  火災事故以外のボイラー、ボンベ等の物理的破裂による事故を

いう。 

（９）そ の 他 の 事 故  （１）から（８）に掲げる事故以外の事故で、消防機関による

救助を必要としたものをいう。なお、出動したが誤報・いたずら

であった場合は、これに含める。 

《 救助業務実施状況 》 

事故種別救助出動・活動件数及び救出人員 
主な活動件数は、交通事故、建物事故による救助出動である。 

区 分 
出動件数 活動件数 救出人員 

令和５年 令和６年 令和５年 令和６年 令和５年 令和６年 

火災 
建  物 ４  ４  １  

建物以外 １  １  １  

交 通 事 故 １３ １１ ３ ５ ３ ７ 

水 難 事 故 ３  ４  ４  

自 然 災 害       

機械による事故       

建物等による事故 ２ ４ ２ ４ ２ ３ 

ガス及び酸欠事故 １  １  ２  

破 裂 事 故       

そ の 他 の 事 故 ６ ８ ３ ２ ３ ２ 

合 計 ３０ ２３ １８ １１ １６ １２ 

本業務は、昭和６３年から開始した。 
 



消 防 団 
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《 上 山 市 消 防 団 の 沿 革 》 

 

昭和 27. 5.  団長 高橋熊次郎氏 藍綬褒章を授与 

28. 3.   優良消防団として県知事より表彰旗授与 

29.10. 

 

11. 

 町村合併促進法に基づき１町５か村合併 

本庁を１分団として６ヶ分団編成 部数４５部 団員数１，１７５人 

団長 高橋熊次郎氏 市長に就任 

30. 3.  7 日本消防協会より優良消防団として表彰旗授与 

31. 3. 

7. 

11. 

 7 国家消防本部より優良消防団として表彰旗授与 

第７回山形県消防大会開催 

本沢村大字久保手地区合併 第３分団 

32. 1. 

3. 

 

11. 

 

 

 

 

13 

17 

赤湯町大字中山地区合併 第７分団 

山元村合併 同地区 第８分団   蔵王村金瓶地区合併 第１分団に編入 

市消防団 ８ヶ分団 ６２部 １，５１０人 

団長 高橋熊次郎氏死去 

山形県消防協会葬 後任団長に副団長小林幸雄氏就任 

37. 3. 15 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庁南部） 

39. 4.  消防団編成 完結発足 １７ヶ分団 ４３部 ９３班 １，３６６人 

40. 3. 15 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庄南東） 

43. 3. 20 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庁中央） 

47. 3. 

9. 

10 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庁北部） 

消防ポンプ自動車を配備（日産 パトロール－二日町） 

48. 3. 

4. 

 9 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（東 西北） 

条例改正 定員１，０９３人 

49. 4. 

5. 

10. 

11. 

 実員 １，２２９人 

上山市消防親和会発足（初代会長 木村 清男氏就任 会員４１人） 

消防ポンプ自動車を配備（日産 パトロール－裏町） 

元副団長 岡村利三郎氏 勲六等単光旭日章受章 

小型動力ポンプ付積載車を配備（トヨタ ランドクルーザー－甲石） 

50. 4. 

9. 

 

10. 

 実員 １，１８７人 

消防ポンプ自動車を配備（日産 パトロール－金瓶） 

小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 パトロール－山元） 

消防ポンプ自動車を配備（トヨタ ランドクルーザー－新丁） 

51. 3. 

4. 

23 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（山元 西） 

消防団編成 完結発足   １１分団 ５２部 １１１班 １，０９３人 

52. 7.  消防ポンプ自動車を配備（トヨタ ランドクルーザー－矢来） 

小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 パトロール－須田板） 

53. 3. 24 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（西郷） 
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昭和 53．7. 小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 パトロール－楢下） 

54. 2. 

 7. 

10 日本消防協会より優良消防団として竿頭綬授与 

小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 パトロール－上生居） 

55. 3. 

 

8. 

10. 

14 

 

 

5 

山形県知事より表彰旗授与 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（中川東部） 

小型動力ポンプ付積載車を配備（トヨタ ランドクルーザー－永野） 

昭和５５年度山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝 

消防庁長官優勝旗授与（ポンプ車の部 金瓶） 

56. 6. 

7. 

 ラッパ隊編成（１３人） 

照明灯付積載車を配備（日産 クリッパー－十日町） 

57. 3. 

4. 

10. 

23 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（宮生） 

編成替  １０ヶ分団 ５２部 １０９班 １，０９３人 

小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 サファリ－湯町） 

58. 4.  部旗作成貸与 ５２部 編成替 １０ヶ分団 ５２部 １０９班 １，０３３人 

59. 3. 

4. 

22 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（中山） 

編成替 １０ヶ分団 ５２部 １０８班 １，０１３人 

60. 4. 

   9. 

11. 

 

 

 

編成替 １０ヶ分団 ５１部  ７８班   ９５２人 

小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 サファリ－中山） 

元本庄村消防団長 小玉勘次郎氏 勲六等瑞宝章受章 

61. 3. 

8. 

24 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庄） 

小型動力ポンプ付積載車を配備（いすゞ エルフ－藤吾） 

62. 6. 

10. 

 分団長以上に消防無線用受令機貸与 

小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 サファリ－新湯） 

63. 3. 

4. 

9. 

24 県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庁南部） 

上山市消防団出動基準改正 

小型動力ポンプ付積載車を配備（日産 サファリ－小倉） 

平成元. 1. 

 

 

 

日本消防協会よりラッパ隊制服及び楽器、消火器等寄贈 

消防庁長官優勝旗授与（ポンプ車の部 新丁） 

2. 3. 

 

4. 

6. 

10. 

12. 

23 

 

1 

日本消防協会より優良消防団として表彰旗授与 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（東） 

上山市消防団条例一部改正（報酬・手当等） 

副分団長に消防無線受令機貸与 

小型動力ポンプ付積載車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－甲石） 

元副団長 河合喜兵衛氏 勲七等青色桐葉章受章 

消防ポンプ自動車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－二日町） 

3. 8. 

9. 

10. 

 コミュニティ消防センター新築（十日町） 

小型動力ポンプ付積載車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－山元） 

消防ポンプ自動車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－裏町） 
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平成 4. 3. 

4. 

12. 

23 

1 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庁中部） 

上山市消防団条例一部改正（報酬・手当等） 

消防ポンプ自動車の更新（いすゞ エルフ４ＷＤ－新丁） 

小型動力ポンプ付積載車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－須田板） 

5. 2. 

4. 

 

7. 

9. 

 

11. 

16 

1 

 

 

 

30 

24 

日本消防協会より優良消防団として竿頭綬授与 

団長 酒井 吉亮氏 山形県消防協会東南村山支部長就任 

元団長 木村 清男氏 勲五等双光旭日章受章 

小型動力ポンプ付積載車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－楢下） 

消防ポンプ自動車の更新（いすゞ エルフ４ＷＤ－金瓶） 

コミュニティ消防センター新築（八日町） 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庁北部） 

県消防協会より自治体消防４５周年記念特別表彰として竿頭綬授与 

6. 6. 

8. 

 

 

9. 

10. 

1 

 

21 

 

30 

上山市消防団条例一部改正（報酬・手当等） 

小型動力ポンプ付積載車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－上生居） 

市制４０周年記念事業 消防操法大会実施（優勝 ポンプ車の部 二日町） 

（ 〃 小型ポンプの部 赤坂） 

コミュニティ消防センター新築（新丁） 

消防ポンプ自動車の更新（いすゞ エルフ４ＷＤ－矢来） 

小型動力ポンプ軽積載車の導入（ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－三上） 

7. 1. 

4. 

 

 

11. 

 

12. 

 

 

 

 

9 

24 

市制４０周年記念事業 消防団旗更新 

条例改正 定員７９１人 実員８７７人（平成９年度完結） 

編成替 １０ヶ分団 ５０部 ６９班  

予備消防団員制度発足 定員２００人 実員８１人 

団長 酒井 吉亮氏 自治大臣表彰（消防功労章）受章 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（山元） 

小型動力ポンプ付積載車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－永野） 

8. 1. 

6. 

8. 

10. 

 

1 

8 

16 

小型動力ポンプ軽積載車の配備（ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－大門・中ノ森） 

上山市消防団条例一部改正（報酬・手当等） 

日本消防協会より運搬車寄贈（日産 アトラス） 

第１５回全国消防操法大会に山形県代表として出場（小型ポンプの部 ６位入賞） 

9. 2. 

 

3. 

7. 

 

 

31 

31 

小型動力ポンプ軽積載車の配備（ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－小穴・久保手） 

小型動力ポンプ・照明灯付積載車の更新（三菱 キャンター４ＷＤ－十日町） 

団長 酒井 吉亮氏 山形県消防協会東南村山支部長勇退 

法被更新完了（平成７年度から） 

10. 30 コミュニティ消防センター新築（甲石） 

 11. 

12. 

26 

15 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（西郷） 

小型動力ポンプ軽積載車の配備（ダイハツ  ハイゼット４ＷＤ－川口、宮脇） 

小型動力ポンプの更新（楢下、中生居、狸森） 
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平成 10. 3. 

10. 

12. 

20 

1 

25 

小型動力ポンプ軽積載車の配備（ダイハツ  ハイゼット４ＷＤ－関根） 

元団長酒井吉亮氏 本市表彰条例による表彰受賞 

小型動力ポンプの更新（原口、薄沢、田形） 

小型動力ポンプ軽積載車の配備（ダイハツ  ハイゼット４ＷＤ－中山上町） 

11. 7. 

11. 

12. 

18 

24 

24 

上山市消防操法審査会 第２０回記念大会 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（中川） 

小型動力ポンプ軽積載車の配備(ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－石崎･河崎､石曽

根） 

小型動力ポンプの更新（阿弥陀地、大門、権現堂） 

消防無線受令機更新３台、新規配備６台（車両部長） 

コミュニティ消防センター新築（須田板） 

12. 2. 

 3. 

 4. 

5. 

8. 

 

9. 

12. 

 

 

15 

29 

29 

 

20 

 

 3 

15 

20 

消防団員等公務災害補償等共済基金からの助成で、冬山遭難捜索用防寒具配備 

矢来公衆便所を消防団（矢来）に所管替え 

元団長 酒井吉亮氏 勲五等双光旭日章受章 

消防無線受令機更新１台、新規配備２台（車両部長） 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（ポンプ車の部 二日町） 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（小型ポンプの部 原口） 

長沼昌弘団員殉職（皆沢） 

コミュニティ消防センター移設（十日町） 

小型動力ポンプ付積載車の更新（三菱キャンター４ＷＤ－湯町） 

   〃   付軽積載車の配備（ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－高松） 

   〃   の更新（泉川・中山粡町） 

13. 4. 

7. 

8. 

 

10. 

11. 

 

12 

17 

 1 

25 

31 

12 

21 

故長沼昌弘氏 慰霊式（体育文化センター）※徳田正明 日本消防協会会長臨席 

消防無線受令機更新１台、新規配備２台（車両部長） 

防災資機材地域備蓄施設（金生ポンプ庫）新設 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（ポンプ車の部 矢来） 

有蓋防火水槽新設（金生５） 

ホース乾燥柱設置（久保川） 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（宮生） 

14. 2. 

3. 

6. 

8. 

 

10. 

 3 

31 

13 

25 

小型動力ポンプの更新（棚木） 

有蓋防火水槽新設（松山一丁目） 

消防無線受令機更新１台、新規配備２台 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（ポンプ車の部 裏町） 

          〃          （小型ポンプの部 中山） 

日本消防協会から消防団員健康増進事業により、テント２張りの交付を受ける 

 15.10. 

 

11. 

12. 

 

 

 

11 

17 

 

ふるさと消防団活性化助成事業により、蘇生訓練人形・煙体験ハウス・スモーク

マシーン整備 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（中山） 

小型動力ポンプの更新４台 

（Ｂ３級－石崎河崎、Ｃ１級－阿弥陀地塩崎、蔵王、境） 
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平成15.12. 22 消防無線受令機更新１台、新規配備２台 

  16．4. 

 

7. 

8. 

11. 

 

 

 

18 

29 

30 

 

日本防火協会助成事業により、ＡＥＤ付成人用心肺蘇生訓練マネキン・小児用心

肺蘇生訓練マネキン整備 

市制施行５０周年記念市長杯争奪分団対抗消防操法大会 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（ポンプ車の部 金瓶） 

小型動力ポンプ付軽積載車の配備（スバル サンバー４ＷＤ－須刈田） 

   〃   の更新（須刈田） 

17. 7. 

11. 

23 

25 

消防無線受令機更新２台 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庄） 

18. 7.16・23 消防操法指導会開催 

    9. 

 

11. 

28 

 

 5 

日本消防協会から「消防団員福祉共済制度福祉増進事業」により、健康器具等５

品の交付を受ける 

小型動力ポンプの更新（Ｂ３級－金生、Ｃ１級－小笹久保川、永野上ノ原） 

19．3. 

4. 

 1 

29 

出動指令を E メール併用 

団長 笠原正義氏 藍綬褒章を授与 

8. 

11. 

 26 

 19 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（小型ポンプの部 下生居） 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（本庁南部） 

20．4. 

 

 

 

 

 

10. 

 

12. 

1 

 

 

 

 

 

9 

16 

19 

編成替 １０ヶ分団 ５０部 ５３班 

特定消防団員及び指導員制度の導入 

消防署ポンプ車を藤吾に移管 

石曽根に配備の軽積載車を、弁天（北部コミュニティ防災センター）に、北町に 

配備の小型動力ポンプを石曽根に配備替し、北町ポンプ庫を廃止 

上山市消防団協力事業所表示制度実施要綱の制定し、年度内に３件交付 

小型動力ポンプの更新（Ｂ３級－皆沢） 

自治体消防制度６０周年記念「がんばれ消防山形県大会」に参加 

有蓋防火水槽新設（弁天一丁目） 

21. 4. 

11. 

 

 

 

 6 

16 

20 

消防団員活動服更新 

小型動力ポンプの更新（Ｂ３級－金谷、高野） 

県消防協会より優良消防団として竿頭綬授与（東） 

有蓋防火水槽新設（金生東、早坂） 

22. 2. 

 

3. 

4. 

8. 

10. 

10 

17 

 

23 

29 

 1 

日本消防協会より「特別表彰 まとい」受章 

第９回消防団幹部候補中央特別研修１名参加（１７～１９日） 

ヘルメット３９０個更新貸与 

山形県消防協会東南村山支部第１回評議員会開催 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会開催 

消防団救助資機材搭載型車両を中山に配備 

23. 7. 

9. 

11. 

29 

10

13 

関根ポンプ庫新築 

小型動力ポンプの更新（Ｂ３級－中ノ森） 

消防団員安全管理セミナー開催 
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平成24. 2. 

 

3. 

6. 

7. 

 

9. 

 

 

12 

 

15 

13 

13 

 

 8 

 

18 

消防団員安全装備品整備等助成事業により非常用照明器具一式購入 

分団集結拠点７箇所に配備 

仙石ポンプ庫新築 

雨衣貸与（全団員） 

平成２３年度消防団安全対策設備整備補助事業による消防団用デジタル簡易無線 

貸与 

小型動力ポンプ付軽積載車へ更新（ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－新湯） 

小型動力ポンプの更新（Ｂ３級－久保手・牧野） 

コミュニティ助成事業により背負式水のう４０式整備 

25. 6. 

8. 

9. 

10. 

11. 

27 

25 

30 

16 

 4 

耐震性有蓋貯水槽新設（三本松） 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（小型ポンプの部 小笹・久保川） 

防火衣貸与（８７着 ２箇年計画） 

下生居ポンプ庫新築 

小型動力ポンプ付積載車更新（トヨタ ダイナ４ＷＤ－小倉） 

小型動力ポンプの更新（Ｃ１級－葉山、菖蒲、下生居、中山第２） 

   26. 8. 

    9. 

       10. 

 

 

 

 

       12. 

24 

30 

16 

 

 

 

19 

10  

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝(小型ポンプの部 中生居) 

防火衣貸与(８２着 ２箇年計画) 

消防ポンプ自動車更新(トヨタ ダイナ４ＷＤ－二日町) 

小型動力ポンプ付軽積載車更新(ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－甲石) 

小型動力ポンプ更新(Ｂ－３級－小穴、仙石) 

小型動力ポンプ更新(Ｃ－１級－足ノ口) 

市制施行６０周年記念消防団フェスティバル(市民公園集合広場) 

中山新町ポンプ庫新築 

27. 4. 

    8. 

   10. 

     11.   

        

29 

23 

13 

3  

4 

元団長 笠原正義氏 瑞宝双光章受章 

山形県消防協会東南村山支部消防操法大会優勝（自動車の部 藤吾） 

川口ポンプ庫新築解体 

元分団長 中村伸一氏 瑞宝単光章受章 

小型動力ポンプ付積載車更新(トヨタ ダイナ４ＷＤ－藤吾) 

小型動力ポンプ付軽積載車更新(ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－元屋敷) 

軽積載車更新(ダイハツ ハイゼット４ＷＤ－仙石) 

小型動力ポンプ更新(Ｂ－３級－弁天) 

小型動力ポンプ更新(Ｃ－１級－細谷、柏木) 

28. 9. 

12. 

 

 

 

12. 

12. 

1 

16 

 

 

 

19 

26 

訓練用半長靴貸与（４２２足 ２箇年計画） 

久保手ポンプ庫新築 

小型動力ポンプ付積載車更新（トヨタ ダイナ４ＷＤ－須田板） 

消防ポンプ自動車更新（いすゞ エルフ４ＷＤ－裏町） 

小型動力ポンプ更新（Ｂ－３級－川口) 

小型動力ポンプ更新（Ｃ－１級－相生・菅) 

消防団拠点施設新築（楢下） 

耐震性貯水槽新設（川口２基） 
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平成29. 9. 

10. 

 

11. 

 

 

 

 

12. 

      

1 

30 

 

 3 

15 

 

 

 

22 

 

訓練用半長靴貸与（３６９足 ２箇年計画） 

耐震性有蓋貯水槽新設（金谷） 

小型動力ポンプ付積載車更新（トヨタ ダイナ４ＷＤ－楢下） 

元副団長 小玉茂氏 瑞宝単光章受章 

小型動力ポンプ更新 (Ｂ－Ⅲ級－中山上町)  

小型動力ポンプ更新（Ｃ－Ⅰ級－赤山）  

足ノ口ポンプ庫新築 

ホース乾燥併用型サイレン塔新設（足ノ口） 

元屋敷ポンプ庫新築 

耐震性有蓋貯水槽新設（楢下・御井戸丁） 

30. 7. 

11. 

 

 

 

12. 

 

20 

26 

 

  

  

4 

14 

泉川ポンプ庫新築 

小型ポンプ付軽積載車（ダイハツ ハイゼット 新丁） 

小型動力ポンプ更新（Ｂ－３級 関根） 

小型動力ポンプ更新（Ｃ－１級 長清水 入丸森） 

消防ポンプ自動車 （ＣＤ－１ 金瓶） 

耐震性有蓋貯水槽新設（久保手） 

耐震性有蓋貯水槽新設（金瓶） 

31.4. 

 

令和元.9. 

 

9. 

 

11. 

11. 

12. 

 1 

29 

25 

 

27 

29 

3 

27 

27 

団長 菅沼 誠司氏 山形県消防協会東南村山支部長就任 

元分団長 小松英朗氏 瑞宝単光章受章 

消防団員用防寒衣貸与（７５５着） 

小型動力ポンプ更新（Ｃ－１級 石曽根 前丸森） 

軽積載車更新（ダイハツ ハイゼット 中ノ森） 

第２回消防団フェスティバル開催 

元分団長 大風正明氏 瑞宝単光章受章 

消防ポンプ自動車 （ＣＤ－１ 矢来） 

牧野ポンプ庫新築 

2.1. 

2. 

2. 

 

3. 

    

7. 

 10. 

   11. 

24 

14 

25 

26 

9 

11 

3 

31 

12 

25 

耐震性有蓋貯水槽新設（権現堂） 

消防団拠点施設新築（湯町） 

耐震性有蓋貯水槽新設（金瓶） 

ホース乾燥併用型サイレン塔新設（湯町 牧野 中山新町） 

耐震性有蓋貯水槽新設（原口） 

耐震性有蓋貯水槽新設（細谷） 

耐震性有蓋貯水槽新設（金瓶） 

小型動力ポンプ付積載車（Ｂ－３級 上生居） 

耐震性有蓋貯水槽新設（楢下） 

耐震性有蓋貯水槽新設（皆沢） 

   3.3. 19 

4. 29 

耐震性有蓋貯水槽新設（仙石） 

元分団長 八田博之氏 瑞宝単光章受章 

4.1.  24 

12.  21 

小型動力ポンプ付軽積載車（ダイハツ ハイゼット 三上） 

有蓋貯水槽新設（阿弥陀地、牧野） 
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令和 5. 4. 1 

 

 

10. 2 

10.12 

11.20 

上山市消防団条例一部改正（管轄区域、条例定数、報酬等） 

女性消防部発足 

機能別消防団員廃止 

耐震性有蓋貯水槽新設（高野） 

有蓋貯水槽新設（皆沢） 

耐震性有蓋貯水槽新設（松山） 

6. 3.28 

11.20 

12. 1 

12.10 

小型動力ポンプ付軽積載車（ダイハツ ハイゼット 大門） 

耐震性有蓋貯水槽新設（皆沢） 

小型動力ポンプ軽積載車（トヨタ ハイラックス 永野） 

有蓋貯水槽新設（藤吾 高野） 

 

《 歴 代 団 長 等 》 

１ 団長 

歴代 氏   名 就 任 月 日 退 任 月 日 備     考 

初代 高 橋 熊次郎 昭２９.１０. １ 昭３２. ２.２８  

２代 小 林 幸 雄 昭３２.１１.２８ 昭３４. ５.１０  

３代 斎 藤 又兵衛 昭３４. ６. ２ 昭３６.１２.２５  

４代 奥 村 良太郎 昭３６.１２.２５ 昭４０. ９.２４  

５代 木 村 清 男 昭４０. ９.２５ 昭５５. ３.３１  

６代 酒 井 吉 亮 昭５５. ４. １ 平１０. ３.３１  

７代 笠 原 正 義 平１０. ４. １ 平２２. ３.３１  

８代 佐 藤   了 平２２. ４. １ 平２４. ３.３１  

９代 菅 沼 誠 司 平２４. ４. １ 令 ５. ３.３１  

10 代 髙 橋 秀 司 令 ５. ４. １ 現 在  

２ 副団長    

歴代 氏   名 就 任 月 日 退 任 月 日 備     考 

 岡 村 利三郎 昭２９.１０. １ 昭３２.１１.３０  

小 林 幸 雄 昭２９.１０. １ 昭３２.１１.２７  

斎 藤 綸之助 昭３２.１２. ８ 昭３３. ３.１７  

堺   主 殿 昭３３. ３.１７ 昭３６. １. ４  

内 野 衛 爾 昭３３. ３.１７ 昭３８. ３.３１  

中 村 謙 吉 昭３６. １. ４ 昭４０. １. ３  

木 村 清 男 昭４０. １.１２ 昭４０. ９.２４  

佐 藤 八 平 昭４０. １.２７ 昭４３. ５.１１  

河 合 喜兵衛 昭４０.１２.１４ 昭４３. ３.３１  

酒 井 吉 亮 昭４３. ４. １ 昭５５. ３.３１  

大 沢 昭 七 昭４３. ５.１２ 昭５５. ３.３１  

菅 沼 博 昭 昭５５. ４. １ 昭６１. ３.３１  
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尾 森 弘 真 昭５５. ４. １ 昭６２. ３.３１  

笠 原 正 義 昭６１. ４. １ 平１０. ３.３１  

小 玉   茂 昭６２. ４. １ 平１０. ３.３１  

遠 藤 松 宏 平１０. ４. １ 平１１.１０.１８  

佐 藤   了 平１０. ４. １ 平２２. ３.３１  

山 川 秀 男 平１１.１１. １ 平２２. ３.３１  

菅 沼 誠 司 平１１.１１. １ 平２２．  ３.３１  

土 屋 博 幸 平２２． ４． １ 現 在  

髙 橋 秀 司 平２４． ４． １ 令 ５． ３.３１  

齋 藤   徹 令 ５． ４．１ 現 在  

 

 

《 消 防 団 組 織 等 》 

１ 組 織                         （Ｒ７．４．１現在） 

管轄地区 全 市 
本庁 

南部 

本庁 

中部 

本庁 

北部 
西郷 本庄 東 宮生 中川 中山 山元 

分団 

 

 

階級 

計 

本

 

部 

ラ

ッ

パ

隊 

女

性

消

防

部 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

団 長 1 1             

副 団 長 2 2             

分 団 長 12 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

副分団長 10 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

部  長 53 8 6 2 4 3 3 6 3 2 2 9 2 3 

班 長 44  0 1  0 4 4 3 6 5 3 4 9 2 3 

団  員 
380 

※2 

0 

 

0 

 

4 57 

 

43 

 

22 

 

43 

 

39 

 

29 

※1 

21 

 

77 

 

20 

※1 

25 

 

実 員 502 12 8 6 67 52 30 57 49 36 29 97 26 33 

定 員 603 15 15 20 82 49 42 73 54 38 40 103 32 40 

差 -101 -3 -7 -14 -14 3 -12 -16 -5 -2 -11 -6 -6 -7 

予備消防団員 58   
 

2 6 3 11 15 10 10 0 0 0 

    ※の人員はラッパ隊員兼務者  
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２ 過去５年間の比較                              

    分団 

年度    
計 本部 ラッパ隊 

女性 

消防部 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

令和６年度 
536 

 

13 8 

① 

7 

 

71 

 

53 

 

32 

 

67 

 

50 

 

35 

 

33 

 

103 

 

28 

 

36 

 

令和５年度 
551 

⑧ 

10 8 

① 

7 

 

73 

 

51 

 

34 

 

73 

 

54 

 

32 

 

39 

 

103 

 

31 

 

36 

 

令和４年度 
634 

⑨ 

19 

⑧ 

8 

① 

 80 

 

57 

 

36 

 

89 

 

71 

 

40 

 

43 

 

121 

 

32 

 

38 

 

令和３年度 
652 

⑨ 

19 

⑧ 

9 

① 

 84 

 

58 

 

36 

 

88 

 

73 

 

41 

 

47 

 

122 

 

35 

 

40 

 

令和２年度 
705 

⑧ 

17 

⑥ 

9 

① 

 85 

 

63 

① 

42 

 

91 

 

77 

 

45 

 

48 

 

142 

 

36 

 

50 

 

                                 〇の人員は女性団員 

３ 階級別平均年令                     （Ｒ７．４．１現在） 

区分 総 数 団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員  予備団員 

人員 502 1 2 12 10 53 44 380  58 

年令 

幅 

低 高 低 高 低 高 低 高 低 高 低 高 低 高 低 高  低 高 

19 72 61 61 47 54 34 58 38 52 30 63 24 60 18 73  33 71 

平均 

年令 

39.9 

男:39.8 

女:52.8 

61.0 50.5 43.9 44.0 41.9 36.9 41.6  48.8 

４ 報 酬                           （Ｒ ７．４．１現在） 

階 級 報 酬 年 額 階 級 報 酬 年 額 

団 長 １２７，０００ 円  部 長 ３９，０００  円  

副 団 長 ９６，０００ 円  班 長 ３８，０００ 円  

分 団 長 ５０，０００ 円  団    員 ３６，５００ 円  

副 分 団 長 ４５，０００ 円  予 備 団 員  ５，０００ 円  

    

出 動 報 酬 報 酬 額 摘 要 

災害 ２時間まで   ２，０００円 

２時間を超え４時間まで 

        ４，０００円 

４時間を超え８時間まで 

        ８，０００円 

災害業務に従事した者 

災害以外    1 回につき２，０００円 1 日以上にわたるときは、1 日を

単位とする。 
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５ 手 当                           （Ｒ７．４．１現在） 

件               名 手   当   額 

ポンプ管理手当（年額） 
自動車ポンプ等 ／ 台  ２２，０００ 円 

その他のポンプ ／ 台  １４，０００ 円 

団運営負担金 １５０，０００ 円 

消防施設維持管理交付金（年額） 
ポンプ庫・警鐘台等 ／ 班  １０，０００ 円 

消防水利 ／ 班   ５，０００ 円 

 

６ 消防団協力事業所表示証交付先              

  （上山市交付）                           （Ｒ７．４．１現在） 

交付番号 事業所名 初回表示年月日 現表示有効期間 更新回数 

１ 二本松会上山病院 平成２０年 ８月 ７日 令和８年 ８月  ８ 回 

２ 西庄建設株式会社 平成２０年１２月 ３日 令和８年 ２月 ８ 回 

４ 株式会社 片桐製作所 平成２１年 ７月１４日 令和８年 ２月 ８ 回 

５ 株式会社 カネト製作所 平成２２年 ７月 １日 令和９年 ３月 ８ 回 

８ 有限会社 田島製作所 平成２５年 ８月 １日 令和７年 ８月 ５ 回 

９ 髙松精機株式会社 平成２５年 ８月 １日 令和７年 ８月 ５ 回 

１２ 
東和薬品株式会社 

山形工場 
平成２７年 ３月 １日 令和８年 ３月  ４ 回 

１３ 有限会社 山川造園土木 平成２９年 ２月２４日 令和９年 ２月 ４ 回 

１４ 株式会社 ユニカ技研 平成２９年 ２月２４日 令和９年 ２月 ４ 回 

１５ 
株式会社エコリレーシ

ョン（元北方清掃） 
平成２９年 ２月２４日 令和９年 ２月 ４ 回 

１７ 堀川土建 株式会社 平成２９年１１月１４日 令和７年１１月 ３ 回 

１８ 羽陽建設株式会社 令和 ２年１０月 １日 令和８年１０月 ２ 回 

１９ 吉田工業株式会社 令和 ７年 ４月 １日 令和９年 ４月 ０ 回 

 

  （総務省消防庁交付） 

交付番号 事業所名 初回表示年月日 現表示有効期間 更新回数 

１ 株式会社 片桐製作所 平成２２年 ２月 令和８年 ４月 ８ 回 

２ 株式会社 カネト製作所 平成２３年 ２月 令和９年 ３月 ７ 回 

 




